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～平成から令和へ～ 未来へ泳げ！鯉のぼり

観光客も遊覧船からの眺めを楽しんでいます 横山郷土館前からの鯉のぼりの眺め
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ふ
た
つ
の
時
代
を
ま
た
い
で

　
栃
木
市
内
を
流
れ
る
巴う
ず
ま波
川
で
、
こ
の

時
期
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
お
な
じ

み
と
な
っ
た
、「
う
ず
ま
の
鯉
の
ぼ
り
」。

今
年
も
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
蔵
の
街

遊
覧
船
」
な
ど
の
手
に
よ
り
、
栃
木
市
横

山
郷
土
記
念
館
か
ら
う
ず
ま
公
園
ま
で

の
、
約
１
．
５
㎞
の
間
に
、「
い
い
こ
い
」

に
ち
な
ん
だ
１
１
５
１
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
時
折
吹
く
風
に
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
姿
が
、
訪
れ
た
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
開
催
期
間
は
、
３
月
15
日
か
ら

５
月
10
日
ま
で
。「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

へ
、
ふ
た
つ
の
時
代
を
ま
た
い
で
鯉
の
ぼ

り
が
泳
ぎ
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
晩

春
か
ら
初
夏
の
穏
や
か
な
光
の
も
と
、
元

気
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
姿
を
、
ぜ
ひ
間
近

で
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

五月（こどもの日）

市の木  トチノキ



　平成31年度の一般会計と特別会計、企業会計（水道事業会計、下水道事業会計）をあわせた当初予算総額は
1,116億656万6千円で、前年度に比較して10億6,733万2千円、1.0％の増額となりました。
　一般会計予算は646億7,000万円で、前年度比3億6,000万円(0.6％)の増額となり、特別会計の合計は350
億7,085万8千円で、前年度比4億8,090万3千円(1.4％)の増額となっています。
　また、企業会計（水道事業会計、下水道事業会計）の予算額は、歳出総額118億6,570万8千円で、前年度
比2億2,642万9千円(1.9％)の増額となりました。

　一般会計予算の推移については、平成31年度は、スマートＩＣ整備事業や中学校洋式トイレ改修事業、伝建地
区拠点施設整備事業等により、平成30年度に引き続き増額となりました。
　また、平成31年度の市税については、企業収益の改善に伴う法人市民税の増額等を見込み、前年度比1.0％
の増額となりました。
　年度末市債残高については、臨時財政対策債の減少により減額となりました。年度末基金残高については、
平成30年度の決算見込により増額となりました。

一般会計  （A）

国民健康保険特別会計

水道事業会計（歳出）

下水道事業会計（歳出）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

千塚町上川原産業団地特別会計

特別会計合計  （B）

企業会計合計  （C）

予算総額  （A）+（B）+（C）

会 　 計 　 名

区　　分 平成31年度 平成30年度 比　　較

64,670,000

18,145,355

1,932,216

14,925,931

67,356

ー

35,070,858

4,812,141

7,053,567

11,865,708

111,606,566

21,811,518
593,201
40,500
98,900
149,600
3,116,900
316,900
105,500
23,300
170,500
9,068,000
16,700
423,801
824,082
9,114,971
4,511,780
211,005
118,857
2,296,300
2,000,000
4,041,985
5,615,700
64,670,000
41,265,412
23,404,588
31,727,548
32,942,452

33.7
0.9
0.1
0.2
0.2
4.8
0.5
0.2
0.0
0.3
14.0
0.0
0.7
1.3
14.1
7.0
0.3
0.2
3.5
3.1
6.2
8.7

100.0
63.8
36.2
49.1
50.9

33.6
1.0
0.0
0.1
0.3
4.6
0.6
0.4
ー
0.2
14.2
0.0
0.7
1.3
13.2
7.1
0.3
0.2
2.5
3.2
6.3
10.2
100.0
63.0
37.0
48.0
52.0

1.0
△7.4
164.7
78.5
△22.6
4.7

△11.7
△58.2
皆増
27.0
△1.0
△13.0
△1.2
0.9
7.3
△0.9
4.7
16.7
44.8
△3.2
△1.0
△14.7
0.6
1.8
△1.6
2.7
△1.5

21,594,955
640,301
15,300
55,400
193,200
2,977,600
358,700
252,200

ー
134,200
9,158,000
19,200
428,952
816,595
8,492,943
4,551,473
201,447
101,866
1,585,862
2,066,100
4,084,006
6,581,700
64,310,000
40,530,967
23,779,033
30,879,783
33,430,217

216,563
△47,100
25,200
43,500
△43,600
139,300
△41,800
△146,700
23,300
36,300
△90,000
△2,500
△5,151
7,487

622,028
△39,693
9,558
16,991
710,438
△66,100
△42,021
△966,000
360,000
734,445
△374,445
847,765
△487,765

64,310,000 360,000
0.6

△30,864
△0.2
66,849
3.6

467,564
3.2
486
0.7

△23,132
皆減

480,903
1.4

421,309
9.6

△194,880
△2.7

226,429
1.9

1,067,332

1  市税(※1)
予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

2  地方譲与税(※2)
3  利子割交付金
4  配当割交付金
5  株式等譲渡所得割交付金
6  地方消費税交付金
7  ゴルフ場利用税交付金
8  自動車取得税交付金
9  環境性能割交付金
10 地方特例交付金
11 地方交付税(※3)
12 交通安全対策特別交付金
13 分担金及び負担金
14 使用料及び手数料
15 国庫支出金(※4)
16 県支出金(※5)
17 財産収入
18 寄附金
19 繰入金
20 繰越金
21 諸収入
22 市債(※6)

合　　　　   計
一　般　財　源(※7)
特　定　財　源(※8)
自　主　財　源(※9)
依　存　財　源(※10)

1.0

18,176,219

1,865,367

14,458,367

66,870

23,132

34,589,955

4,390,832

7,248,447

11,639,279

110,539,234

平成31年度
予算額

平成30年度
予算額

増減額
増減率（％）

（単位 ： 千円）

特
別
会
計

企
業
会
計

区　　分 平成31年度 平成30年度 比　　較

9,583,674
9,947,104
438,943
1,070,080

3,285
1

17,598
750,833

21,811,518

43.9
45.6
2.0
4.9
0.0
0.0
0.1
3.4

100.0

42.9
46.7
2.0
4.9
0.0
0.0
0.1
3.4

100.0

3.6
△1.4
1.6
2.1
12.9
0.0
41.3
△0.4
1.0

9,255,104
10,090,254
432,146
1,048,306

2,909
1

12,453
753,782

21,594,955

328,570
△143,150

6,797
21,774
376
0

5,145
△2,949
216,563

1  市民税
予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

2  固定資産税
3  軽自動車税
4  市たばこ税
5  鉱産税
6  特別土地保有税
7  入湯税
8  都市計画税

合　　　　   計

平成29年度予算額 平成30年度予算額 平成31年度予算額

21,088,331
33.4%

60,675,882
11,791,770

21,594,955
33.6%

61,005,866
11,052,399

21,811,518
33.7%

59,318,602
11,160,712

市税収入
63,220,000 64,310,000 64,670,000当初予算額

予算総額に占める市税の割合
年度末市債残高見込
年度末基金残高見込

　市債については、民生債や臨時財政対策債の減により、前年度に比べ14.7％減の56億1,570万円となり
ました。

≪市債の状況≫

　国庫支出金については、保育園への「特定教育・保育施設等施設型給付費」や「保育所等整備交付金」及び
スマートＩＣ整備の「地域連携道路事業費補助金」などの増額により、前年度に比べ7.3％増の91億1,497
万1千円となりました。

≪国庫支出金の状況≫

　地方交付税については、平成27年度から合併算定替えの特例措置の縮減が開始されていることなどから
前年度に比べ1.0％減の90億6,800万円となりました。

≪地方交付税の状況≫

　市税については、景気の状況から企業収益の改善による法人市民税の伸びを見込みました。また、昨年新
たに営業した民間温泉施設による入湯税の増などを見込み、市税全体では、前年度比1.0％の増の218億
1,151万8千円となりました。

≪市税の状況≫

≪一般会計予算の推移≫

【問合先　☎財政課（21）2321】

（単位 ： 千円,%）○歳入一覧

○歳入構成

（単位 ： 千円,%）○市税の内訳

（単位 ： 千円）≪地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使いみち≫

歳　入

一般会計

1,283,429

使 い み ち予 算 額
①福祉施策の充実
②母子保健・子育て支援の充実

（単位 ： 千円）

（単位 ： 千円）

※全て当初予算時の数値。

≪目的税の使いみち≫　

17,598

使 い み ち予 算 額税 　 目
①観光の振興
②消防施設の整備入　湯　税

都市計画税 750,833 ①土地区画整理、街路整備、下水道整備、公園整備等
②上記事業を実施したときに借入れた市債の返還

特集 平成31年度
（2019年度） 栃木市の予算

700
当初予算額

市税収入

年度末市債
残高見込額
年度末基金
残高見込額

　億円

600

500

400

300

200

100

0
H29 H30 H31

歳入合計
646億7,000万円
歳入合計

646億7,000万円

市税
218億1,151万8千円
33.7%

市税
218億1,151万8千円
33.7%

繰入金
22億9,630万円
3.5%

繰入金
22億9,630万円
3.5%

繰越金
20億円
3.1%

繰越金
20億円
3.1%

分担金及び負担金、使用料及び手数料
財産収入、寄附金、諸収入
56億1,973万円
8.7%

分担金及び負担金、使用料及び手数料
財産収入、寄附金、諸収入
56億1,973万円
8.7%

利子割交付金、配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金、環境性能割交付金
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
      9億2,190万円
      1.5%

利子割交付金、配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金、環境性能割交付金
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
      9億2,190万円
      1.5%

地方交付税
90億6,800万円
14.0%

地方交付税
90億6,800万円
14.0%

国庫支出金
91億1,497万1千円
14.1%

国庫支出金
91億1,497万1千円
14.1%

県支出金
45億1,178万円
7.0%

県支出金
45億1,178万円
7.0%

市積
56億1,570万円
8.7%

市積
56億1,570万円
8.7%

地方譲与税
5億9,320万1千円
0.9%

地方譲与税
5億9,320万1千円
0.9%

地方消費税交付金
31億1,690万円
4.8%

地方消費税交付金
31億1,690万円
4.8%

自
主
財
源
49.1%49.1%

依
存
財
源

50.9%50.9%

※端数処理により構成％値が個々の
　値の合計と異なる場合があります。
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用
語
解
説

　
市
の
業
務
は
、暦
年
で
は

な
く
、4
月
か
ら
3
月
ま
で

の
1
年
間
を
サ
イ
ク
ル
と

し
て
、そ
の
中
で
市
が
使
え

る
お
金
に
対
し
て
、何
に
ど

れ
だ
け
の
お
金
を
活
用
す

る
予
定
か
を
示
し
た
計
画

を『
予
算
』と
い
い
ま
す
。

予
算
は
、『
市
の
行
政
が
ど

の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て

い
る
か
を
具
体
的
に
表
現

し
、市
民
に
情
報
を
提
供

し
、市
民
が
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、効

果
が
ど
の
よ
う
に
市
民
に

還
元
さ
れ
る
か
を
知
る
』

と
い
う
意
味
か
ら
も
重
要

な
役
割
を
持
つ
も
の
で
す
。

予
算

　
一
年
間
に
市
が
活
用
す

る
す
べ
て
の
支
出
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。市
は
、こ

の
お
金
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

 

税
金
に
は
、そ
の
性
質
や

内
容
に
よ
り
、国
、県
、市
そ

れ
ぞ
れ
に
対
し
て
納
め
ら

れ
る
も
の
が
あ
り
、そ
の
中

で
市
に
納
め
ら
れ
る
も
の

を『
市
税
』と
い
い
ま
す
。主

な
も
の
と
し
て
は
、基
準
日

に
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
市
民

税
や
土
地・家
屋
な
ど
を
所

有
し
て
い
る
方
に
納
め
て

い
た
だ
く
固
定
資
産
税
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
1
年
間
に
市
に
入
る
す

べ
て
の
収
入
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。こ
れ
が
、1
年
間

に
市
が
活
用
す
る
こ
と
の

で
き
る
お
金
と
な
り
ま
す
。

歳
入

　
市
の
基
本
的
な
行
政
運

営
に
必
要
な
経
費
を
計
上

し
た
会
計
の
こ
と
で
、市
の

会
計
の
中
心
を
な
す
も
の

で
す
。一
般
会
計
に
は
、議

会
費
、総
務
費
、民
生
費
、

教
育
費
な
ど
が
計
上
さ
れ

ま
す
。ま
た
、特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ

た
会
計
を『
特
別
会
計
』と

い
い
、栃
木
市
で
は
、国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、介

護
保
険
特
別
会
計
な
ど
４

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。そ
の
ほ
か
、地
方
公
営

企
業
法
の
規
定
に
基
づ
く

『
企
業
会
計
』も
あ
り
、栃

木
市
で
は
、水
道
事
業
会

計
、下
水
道
事
業
会
計
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

一
般
会
計

【
歳
入
一
覧
の
区
分
】

※

１ 
市
税

　
法
律
に
基
づ
き
、国
が

国
税
と
し
て
徴
収
し
た

も
の
を
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
も
の
で
、本

市
は
地
方
揮
発
油
譲
与

税
、自
動
車
重
量
譲
与

税
、森
林
環
境
譲
与
税
が

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

２ 

地
方
譲
与
税

　
市
税
や
使
用
料
な
ど
、市

が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と

の
で
き
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。歳
入
全
体
に
占

め
る
自
主
財
源
の
割
合
が

高
い
ほ
ど
、市
と
し
て
望
ま

し
い
姿
で
あ
り
、市
が
行
う

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
自
主
性

※

９ 

自
主
財
源

　

地
方
交
付
税
、国
・
県

支
出
金
や
市
債
の
よ
う

に
、国・県
の
決
定
や
同
意

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
り
、

割
り
当
て
ら
れ
た
り
し
て

入
っ
て
く
る
お
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

※

１０ 

依
存
財
源

・
議
会
費

・
総
務
費

市
議
会
を
運
営
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

・
消
防
費

消
防
や
水
防
な
ど
災

害
を
防
ぐ
活
動
や
被

害
を
軽
く
す
る
た
め

の
活
動
な
ど
の
経
費

で
す
。

市
か
ら
他
の
地
方
公

共
団
体
や
民
間
に
対

し
、行
政
上
の
目
的

に
よ
り
交
付
さ
れ
る

現
金
的
給
付
に
係
る

経
費
で
、講
師
謝
金

な
ど
の
報
償
費
、保

険
料
な
ど
の
役
務

費
、負
担
金
、補
助
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
人
件
費

職
員
の
給
与
や
議
員
、

非
常
勤
職
員
へ
の
報

酬
な
ど
の
経
費
で
す
。

・
扶
助
費

生
活
保
護
法
、児
童

福
祉
法
な
ど
の
法
令

に
基
づ
く
生
活
保
護

費
や
児
童
手
当
な
ど

の
支
給
や
市
が
単
独

で
行
う
各
種
扶
助
の

た
め
の
経
費
で
す
。

・
普
通
建
設
事
業
費

道
路
、橋
、学
校
、庁

舎
な
ど
の
公
共
施

設
、公
用
施
設
の
建

設
事
業
に
必
要
と
さ

れ
る
投
資
的
な
経
費

で
す
。

・
災
害
復
旧
事
業
費

災
害
に
よ
り
被
災
し

た
施
設
を
復
旧
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

・
物
件
費

市
の
経
費
の
う
ち
消

費
的
性
質
を
も
つ
経

費
で
、賃
金
、旅
費
、

交
際
費
、需
用
費
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
維
持
補
修
費

道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
管
理
す
る
た
め

の
経
費
で
す
。

・
補
助
費
等

・
教
育
費

小
中
学
校
の
教
育
の

実
施・充
実
、生
涯
学

習
の
推
進
、芸
術・文

化・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

な
ど
の
経
費
で
す
。

・
災
害
復
旧
費

災
害
に
よ
り
被
災
し

た
施
設
を
復
旧
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

・
公
債
費

市
債
の
元
金
の
返
済
と

利
息
の
支
払
の
た
め
の

経
費
で
す
。

・
予
備
費

予
算
編
成
の
際
に
予

期
し
な
か
っ
た
予
算

外
の
支
出
に
対
応
す

る
た
め
の
科
目
で
す
。

市
の
各
種
計
画
の
策

定・推
進
、戸
籍
住
民

登
録
、国
際
交
流
の

推
進
、選
挙
事
務
、市

の
内
部
管
理
な
ど
の

経
費
で
す
。

・
民
生
費

障
が
い
者
や
高
齢
者

の
方
へ
の
福
祉
の
充

実
や
、子
育
て
支
援
な

ど
の
経
費
で
す
。

・
衛
生
費

健
康
で
衛
生
的
な
生

活
環
境
を
保
持
す
る

た
め
の
保
健・医
療
の

充
実
、ご
み
や
し
尿

処
理
、環
境
の
保
全

な
ど
の
経
費
で
す
。

・
労
働
費

勤
労
者
の
方
へ
の
福

祉
の
充
実
や
勤
労
支

援
な
ど
の
経
費
で
す
。

・
農
林
水
産
業
費

農
林
業
の
振
興
を
図

る
た
め
の
各
種
支
援

や
生
産
基
盤
の
整
備

な
ど
の
経
費
で
す
。

・
商
工
費

中
小
企
業
の
振
興
や

育
成
を
図
る
た
め
の

各
種
支
援
、企
業
誘

致
、観
光
の
振
興
な

ど
の
経
費
で
す
。

・
土
木
費

道
路
、橋
、河
川
、公
園

な
ど
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
の
経
費
で
す
。

財
政
運
営
を
計
画
的

に
行
う
た
め
、年
度

間
の
財
源
変
動
に
備

え
て
積
み
立
て
る
経

費
で
す
。

・
積
立
金

公
営
企
業
会
計
等
に

対
す
る
出
資
金
な
ど

の
経
費
で
す
。

・投
資
及
び
出
資
金

地
域
住
民
の
福
祉

増
進
や
地
域
振
興

を
図
る
た
め
、市
が

直
接
あ
る
い
は
間

接
的
に
現
金
の
貸

付
を
行
う
た
め
の

経
費
で
す
。

・
貸
付
金

一
般
会
計
、特
別
会

計
、基
金
の
間
で
相

互
に
資
金
運
用
を

す
る
も
の
で
す
。

・
繰
出
金

地
方
公
共
団
体
の
経

費
の
う
ち
、任
意
に

節
減
で
き
な
い
硬
直

性
の
高
い
経
費
で
、

人
件
費
、扶
助
費
、公

債
費
を
い
い
ま
す
。

・
義
務
的
経
費

各
種
社
会
資
本
整

備
な
ど
、支
出
の
効

果
が
長
期
に
わ
た

る
経
費
で
、普
通
建

設
事
業
費
、災
害
復

旧
事
業
費
、失
業
対

策
事
業
費
を
い
い

ま
す
。

※

４
月
号
３
頁
に
掲

載
の「
施
政
方
針
」中

「
給
食
費
の
一
人
１
，

０
０
０
円
の
軽
減
」

は
、３
月
２６
日
の
市

議
会
の
予
算
修
正
に

よ
り
実
施
し
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

・
投
資
的
経
費

※

１1 

歳
出
目
的
別

　
　
一
覧
の
区
分

※

１２ 

歳
出
性
質
別

      

一
覧
の
区
分

　
国
に
納
め
ら
れ
た一部
の

税
金
の一定
割
合
の
額
で
、

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く

事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う

に
、国
か
ら
市
に
配
分
さ
れ

る
税
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、全
国
ど
こ
の

市
町
村
に
住
ん
で
い
て
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、公
平
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

※

３ 

地
方
交
付
税

　
市
の
長
期
に
わ
た
る
借

入
金
の
こ
と
で
す
。道
路

や
橋
、ま
た
は
学
校
な
ど

の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ

て
利
用
さ
れ
る
施
設
の
建

設
に
必
要
な
資
金
に
つ
い

て
、世
代
間
の
負
担
の
公

平
を
図
る
観
点
か
ら
、政

府
系
金
融
機
関
や
市
中
銀

行
よ
り
お
金
を
借
入
れ

て
、資
金
を
調
達
し
て
い

ま
す
。

※

６ 

市
債

　

市
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
、使
い
道
が
決
め
ら

れ
て
い
な
い
お
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

※

７ 

一
般
財
源

　
国・県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
、使
い
道
が
指
定
さ

れ
て
い
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

※

８ 

特
定
財
源

　
市
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
必
要
な
お
金
の
一
部

あ
る
い
は
全
部
に
つ
い
て
、

国・県
か
ら
市
に
支
払
わ

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

※

４・※

５

　
国・県
支
出
金

と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

区　　分
平成31年度 平成30年度 比　　較

11,527,352

14,040,671

6,537,419

7,885,167

4

9,478,681

149,048

5,122,027

1,180,395

ー

3,015,158

5,689,078

45,000

64,670,000

17.8

21.7

10.1

12.2

0.0

14.7

0.2

7.9

1.8

ー

4.7

8.8

0.1

100.0

17.9

21.2

9.9

12.8

0.0

14.2

0.2

8.3

1.9

0.0

4.8

8.7

0.1

100.0

0.1

3.0

2.4

△4.5

0.0

3.8

5.5

△4.4

△0.4

皆減

△1.4

1.6

0.0

0.6

11,519,103

13,626,561

6,386,621

8,255,395

4

9,133,445

141,318

5,358,638

1,185,098

203

3,057,157

5,601,457

45,000

64,310,000

8,249

414,110

150,798

△370,228

0

345,236

7,730

△236,611

△4,703

△203

△41,999

87,621

0

360,000

1  人件費
予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

2  扶助費
3  公債費
4  普通建設事業費
5  災害復旧事業費
6  物件費
7  維持補修費
8  補助費等
9  積立金
10 投資及び出資金
11 貸付金
12 繰出金
13 予備費
合　　　　   計

（単位 ： 千円,%）○歳出性質別一覧（※12）

義
務
的
経
費
投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

区　　分
平成31年度 平成30年度 比　　較

388,221

6,922,816

24,719,380

4,314,127

77,137

1,241,789

3,608,513

6,933,104

2,322,155

7,560,322

4

6,537,432

45,000

64,670,000

0.6

10.7

38.2

6.7

0.1

1.9

5.6

10.7

3.6

11.7

0.0

10.1

0.1

100.0

0.6

10.8

38.7

6.6

0.1

1.9

5.6

11.1

3.6

11.0

0.0

9.9

0.1

100.0

△4.2

△0.7

△0.7

2.0

5.3

0.8

0.5

△2.4

0.5

6.8

0.0

2.4

0.0

0.6

405,072

6,973,501

24,884,890

4,227,603

73,250

1,232,454

3,589,805

7,105,403

2,310,150

7,076,233

4

6,386,635

45,000

64,310,000

△16,851

△50,685

△165,510

86,524

3,887

9,335

18,708

△172,299

12,005

484,089

0

150,797

0

360,000

1  議会費
予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

2  総務費
3  民生費
4  衛生費
5  労働費
6  農林水産業費
7  商工費
8  土木費
9  消防費
10 教育費
11 災害復旧費
12 公債費
13 予備費
合　　　　   計

（単位 ： 千円,%）○歳出目的別一覧（※11）

○歳出性質別構成 ○歳出目的別構成歳　出

歳出合計
646億7,000万円
歳出合計

646億7,000万円

その他
40億7,430万6千円
6.3%

その他
40億7,430万6千円
6.3%

民生費
247億1,938万円
38.2%

民生費
247億1,938万円
38.2%

教育費
75億6,032万2千円
11.7%

教育費
75億6,032万2千円
11.7%

土木費
69億3,310万4千円
10.7%

土木費
69億3,310万4千円
10.7%

総務費
69億2,281万6千円
10.7%

総務費
69億2,281万6千円
10.7%

公債費
65億3,743万2千円
10.1%

公債費
65億3,743万2千円
10.1%

衛生費
43億1,412万7千円
6.7%

衛生費
43億1,412万7千円
6.7%

商工費
36億851万3千円
5.6%

商工費
36億851万3千円
5.6%

歳出合計
646億7,000万円
歳出合計

646億7,000万円

義務的経費
321億544万2千円
49.6%

義務的経費
321億544万2千円
49.6%

投資的経費
78億8,517万1千円
12.2%

投資的経費
78億8,517万1千円
12.2%

その他の経費
246億7,938万7千円

38.2%

その他の経費
246億7,938万7千円

38.2%

人件費
115億2,735万2千円
17.8%

人件費
115億2,735万2千円
17.8%

扶助費
140億4,067万1千円
21.7%

扶助費
140億4,067万1千円
21.7%

公債費
65億3,741万9千円
10.1%

公債費
65億3,741万9千円
10.1%普通建設事業費

78億8,516万7千円
12.2%

普通建設事業費
78億8,516万7千円
12.2%

災害復旧事業費
4千円
0.0%

災害復旧事業費
4千円
0.0%

物件費
94億7,868万1千円
14.7%

物件費
94億7,868万1千円
14.7%

維持補修費
1億4,904万8千円
0.2%

維持補修費
1億4,904万8千円
0.2%

補助費等
51億2,202万7千円
7.9%

補助費等
51億2,202万7千円
7.9%

積立金
11億8,039万5千円
1.8%

積立金
11億8,039万5千円
1.8%

貸付金
30億1,515万8千円
4.7%

貸付金
30億1,515万8千円
4.7%

繰出金
56億8,907万8千円
8.8%

繰出金
56億8,907万8千円
8.8%

予備費
4,500万
0.1%

予備費
4,500万
0.1%
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4広報とちぎ　５月号２０１９（平成３１）年４月２５日　発行 今月の注目情報・市政トピックス

栃木市のふれあいバスと
　小山市の渡良瀬ラインが相互乗り入れ
　栃木市の「ふれあいバス」と小山市の「渡良瀬ライ
ン」が、相互乗り入れを開始し、県内初の広域公営
バスが実現することを記念して、3月 13日、市内
の部屋南部桜づつみ公園にて式典が行われました。
　今回の広域での相互乗り入れは、小山市の新設さ
れた「渡良瀬ライン」の部屋南部桜づつみ公園まで
の運行と、ふれあいバス「皆川樋ノ口線」の小山西
高等学校までの延伸により実現しました。相互乗り
入れした路線バスの停留所乗り継ぎにより、通勤・
通学や通院、観光の足としての利用が期待されます。

栃木市のピンククラウンが真岡市へ
とちぎのいちごをＰＲ！

　栃木市が公用車として所有するピンククラウン
（写真上）が、真岡市に 1年間貸し出されることに
なり、3月 15日、引き渡しのセレモニーが行われ
ました。
　この車は、市内の篤志家の方から新しい栃木市
の誕生を機に寄贈いただいたもので、主に市の教
育活動などに活用されてきました。来年 3月に真
岡市で開かれる「全国いちごサミットｉｎもおか
２０２０」に向け、栃木県産いちごのＰＲに活用さ
れます。

栃木市歴史的風致維持向上計画を国が認定
　市ではこれまでも、歴史文化を活かしたまちづく
りに取り組んできましたが、近年、各分野での後
継者不足などにより、町並み保存や伝統産業・伝統
芸能等の維持が困難になってきているものもありま
す。これを踏まえ、市では、歴史的価値の高い建造
物や、良好な市街地環境を維持・向上させるため「栃
木市歴史的風致維持向上計画」を策定し、３月 26
日に国の認定を受けました。今後、国の支援を得な
がら、計画に基づいて各種施策や事業を実施するこ
とにより、栃木固有の歴史的風致を次世代へ継承し、
さらに歴史文化を積極的に活かしたまちづくりを推
進していきます。

■防災ハザードマップ説明会
　近年、栃木市をはじめ、
大雨などを原因とした災
害が全国各地で発生して
います。
　地域の皆さんで災害に
備えるため、3月に作成
された「栃木市防災ハザー
ドマップ」の概要をお知
らせする説明会を下記の
日程で行います。ぜひご
参加ください。

※ どの回も説明内容は同じです。都合の良い日時・会
場にご参加ください。

※ 参加の際は「2019年３月版栃木市防災ハザードマッ
プ」をお持ちください。

問合先　危機管理課　☎ (21) ２５５１

市政トピックスHearts of TOCHIGI
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職
員
課　
☎

（21）
２
３
５
１

職種 採用予定人数 受験資格 (それぞれ全ての要件を満たす方 )
保育士

（幼稚園教諭）
２名程度

・平成２年４月２日以降に生まれた方
・ 保育士資格及び幼稚園教諭免許を有する方又は２０２０年３月末日までに保
育士資格及び幼稚園教諭免許を取得する見込みの方

保育士
（幼稚園教諭）
【社会人枠】

・昭和６０年４月２日から平成２年４月１日生まれの方
・ 保育士資格及び幼稚園教諭免許を有し、保育士又は幼稚園教諭としての実務
経験を直近８年以内に合わせて５年以上有する方

土木
２名程度

・平成２年４月２日以降に生まれた方
・高等学校以上の専門課程を卒業した方又は卒業見込みの方

土木
【社会人枠】

・昭和６０年４月２日から平成２年４月１日生まれの方
・ 高等学校以上の専門課程を卒業し、土木業務の実務経験を直近８年以内に５
年以上有する方

期日 時間 会 場

５月 15日 ( 水 )

19 時～
20時 30分

都賀文化会館（ホール）

５月 17日 ( 金 ) 藤岡文化会館（ホール）

５月 21日 ( 火 ) 吹上公民館（大交流室）

５月 28日 ( 火 ) 大平文化会館（ホール）

６月 ５日 ( 水 ) 国府公民館（大交流室）

６月 ７日 ( 金 ) 西方総合文化体育館
　　　　　　　（アリーナ）

６月 12日 ( 水 ) 岩舟文化会館（ホール）

６月 18日 ( 火 )
15 時～
16時 30分 栃木文化会館（小ホール）19時～
20時 30分

平成３１年度（２０２０年４月）採用平成３１年度（２０２０年４月）採用平成３１年度（２０２０年４月）採用
栃木市職員採用説明会・採用試験（前期試験）

認定証を掲げる田中国土交通大臣政務官と南斉副市長 部屋南部桜づつみ公園で行われた記念式典大川市長から真岡市の石坂市長に引き渡されました
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■平成31（２０１９）年度後期高齢者医療保険料・均等割軽減の見直し
軽減特例措置の見直し
　所得の低い方や元被扶養者の方（後期高齢者医療制度に加入する日の前日に
被用者保険の被扶養者であった方）への軽減特例措置は、負担公平等の観点か
ら段階的に見直されています。ご理解とご協力をお願いします。
所得の低い方（年間 33万円以下の方）への均等割額軽減特例措置
　本来７割軽減のところ、これまで特例措置として、所得金額に応じて９割ま
たは８．５割軽減となっていました。そのうち、９割軽減に該当する方（世帯
の被保険者全員が年金収入のみで 80万円以下）は、基本的に介護保険料軽減
の拡充や年金生活者支援給付金の支給の対象（※）となることから、平成３１
（２０１９）年度は軽減割合が８割に見直されます。
　軽減割合　　　　  ９割軽減　　　　→　　　　８割軽減
　　　　　　　　８．５割軽減　　　　→　　８．５割軽減（据え置き）
（※被保険者本人や同一世帯の方で、市町村民税が課税されている方がいる場合は対象とな
りません。）
元被扶養者の方への均等割額軽減特例措置
　平成３０年度は特例措置として、制度の加入期間にかかわらず、均等割額が
５割軽減されていましたが、平成３１（２０１９）年度以降は、５割軽減の期
間が制度加入後２年間のみとなります。
軽減判定所得基準が拡充されます
　均等割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得（被保険者全員と世帯主の所得）
の基準額が拡充され、これまでよりも軽減の対象が広がります。
　５割軽減　33万円 + 被保険者数 ×　２８万円（２７万５千円から拡充）
　２割軽減　33万円 + 被保険者数 ×　５１万円（５０万円から拡充）
　　　問合先　栃木県後期高齢者医療広域連合　☎ 028-627-6805（代表）
　　　　　　　市民税課　☎ 0282-21-2263・2264
　　　　　　　※年金生活者支援給付金については日本年金機構
　　　　　　　　　　　　　　　　　「ねんきんダイヤル」　☎ 0570-05-1165

■総合支所に「なんでも相談窓口」を開設しました
　４月１日から各総合支
所の市民生活課に「なん
でも相談窓口」を設置し
ました。
　なんでも相談窓口では、
市の行政に関する事など、
総合支所に来庁された方
の来庁目的が円滑に達成
されるよう、市民の皆様
に寄り添って対応します。

　市政に関してお困りごとなどありましたら、ぜひご利用ください。
問合先　 総務課　☎（21）２３４２

■国民健康保険税の税率等が変わります
　市国民健康保険運営協議会の審議と市議会の承認により、２０１９年度から
の保険税率等を次のとおり改定します。国保財政の健全化を図り、安心して医
療を受けられるようにするため、ご理解、ご協力をお願いします。
改正点
　「国民健康保険税の税率等と課税限度額」を下表のとおり改定します。医療分
の課税限度額は、負担能力に応じた課税を図るため、地方税法施行令で定める
58万円に引き上げます。なお、資産割については、資産の保有と負担能力が一
致しない等の問題があるため、廃止します。今回の改定では、一部の世帯では
課税額が引上げになりますが、国保全体では一世帯当たり約 7,400 円の引き下
げとなります。
改定前（平成 30年度）

改定後（2019年度）

モデルケース
①　世帯主　45歳　前年総所得 233万円（給与収入約
358万円）、妻 42 歳　前年総所得 0円、
子 16歳、子 12歳、固定資産税額 10万円の場合

②　世帯主 67 歳　前年総所得 133万円（年金収入 253万円）
妻　65歳　前年総所得 0円（年金収入 60万円）
固定資産税額 10 万円の場合

（参考）平成 30年度から、毎年 3,400 億円の公費が投入され財政基盤の強化が図られる
とともに、県が財政運営の責任主体となる新たな国保制度がスタートしました。市は県に納
付金を支払い、県は市に医療費の支払いに必要な額を交付します。これに伴い、納付金の額
を基に県が算定した標準保険料率を参考に、市は保険税率等を決定することになりました。

問合先　保険医療課　☎ (21)2131　市民税課　　☎ (21)2263

平成 30年度 ２０１９年度 比 較
471,200 450,400 △ 20,800 円

平成 30年度 ２０１９年度 比 較
212,900 円 201,000 円 △ 11,900 円

区 分 所得割 資産割 均等割 平等割 課税限度額
医療分 8.2% 5.0% 30,000 円 26,000 円 540,000 円
後期分 3.0% 1.5% 11,500 円 9,000 円 190,000 円
介護分 2.6% 1.5% 12,000 円 9,000 円 160,000 円
合 計 13.8% 8.0% 53,500 円 44,000 円 890,000 円

区 分 所得割 資産割 均等割 平等割 課税限度額
医療分 8.2%

（廃止）

32,300 円 23,800 円 580,000 円
後期分 2.6% 10,200 円 7,500 円 190,000 円
介護分 2.4% 12,900 円 6,000 円 160,000 円
合 計 13.2% 55,400 円 37,300 円 930,000 円

■障がい者差別解消や手話の普及促進をはかります
　市では、障がいを理由とする差別の解消に向けて主
体的に取り組み、市民一人ひとりが障がいの有無によっ
て分け隔てられることなく暮らしていくことができる
「共生社会」の実現を目的とした「栃木市共生社会実現
のための障がい者差別解消推進条例」（4月 1日施行〔第
18条から第 21条は同年 10月１日施行〕）及び「栃木
市手話言語条例」（４月 1日施行）を制定しました。制
定にあたっては、当事者団体や社会福祉施策推進委員
会、パブリックコメントなどで意見を募り、条例の内容に反映しました。

共生社会実現のための障がい者差別解消推進条例の主なポイント
（１）不当な差別的取扱いの禁止　何人も、障がい者の生命、身体の安全確保の
ためにやむを得ない場合、その他正当な理由がある場合を除いて、障がい者の
生活にかかわる次の分野について、禁止される具体的な行為を示しています。
①福祉、②医療、③教育、④建物・公共交通、⑤住宅、⑥商品販売・サービス提供、
⑦労働、⑧情報の提供・コミュニケーション

（２）社会的障壁の除去のための合理的配慮　市は、合
理的配慮の提供について、障がい者から現に社会的障壁
の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合、
その実施に伴う負担が過重でないときは、障がい者の権
利利益を侵害することがないよう、合理的配慮をしなけ
ればならないものとし、市民は、合理的配慮をするよう
努めるものとします。また、市は、市民が合理的配慮を
行うときは、支援に努めます
（３）相談体制　市は、障がいを理由とする差別に関す
る相談（不利益取扱い、合理的配慮の不提供等）があっ
たときは、助言や情報提供、関係者相互間の調整、行政

機関への通知、通報等必要な措置を講じます。
（４）差別解消のための措置　第三者的な立場
で、当事者とともに問題を解決するため、「栃
木市障がい者差別解消推進委員会」を設置し
ます。
　不当な差別的取扱いを受け、相談により解
決されないときは、この「栃木市障がい者差
別解消推進委員会」に対し、解決のためあっ
せんを求めることができます。また、不当な差別的取扱いをしたと認められる
事業者が、正当な理由なくあっせん案を受諾しない場合などにおける市長の勧
告及び公表について定めています。

栃木市手話言語条例の主なポイント
（１）基本理念　手話に対する理解の促進や普及についての
基本理念を定めています。
（２）施策の実施　手話通訳者の設置等の施策の実施につい
て定めています。
※障がいの特性に応じた情報・コミュニケーション手段のう
ち、手話は「独自の言語であり、日本語のような音声言語と
は異なる言語である」との考えにより、他のコミュニケーショ

ン手段とは別に本条例を設けました。施策の推進にあたっては、栃木市共生社
会実現のための障がい者差別解消推進条例と一体的に進めていきます。

問合先　障がい福祉課　☎ (21) ２２０３
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内

　　昭和 43年５月に施行された「消費者保護基本法」の 20周年を記念して、
昭和 63年より、毎年 5月が「消費者月間」とされました。平成 16年に「消
費者保護基本法」から「消費者基本法」に改正し、「消費者の権利の尊重」と「消
費者の自立の支援」を消費者政策の基本とすることが規定されています。
　この法律で示された消費者の権利は、「消費生活における基本的な需要が満た
される権利」「健全な生活環境・安全が確保される権利」「自主的・合理的な選
択の機会が確保される権利」「必要な情報・教育の機会が提供される権利」「意
見が政策に反映される権利」「被害から適切・迅速に救済される権利」です。
　今年度の消費者月間統一テーマは、昨年テーマに引き続き「ともに築こう　
豊かな消費社会　～誰一人取り残さない　2019～」。期間中は、消費者、事業者、
行政が一体となって、消費者問題に関する教育、啓発などを集中的に行います。
　市でも、消費者行政の推進として、消費生活センターが庁内関係課と連携し、
情報の共有化を図っています。安全・安心で豊かな消費社会を実現するためには、
一人ひとりが消費者問題について知り、考えることが大切です。それぞれが自
らの役割について考え、行動していきましょう。
　消費生活センター（入舟庁舎内）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

毎年５月は消費者月間です

はじめから完璧な保護者はいません！

　とある地域の集まりで、祖父母世代の方々が、子どもの頃に赤ちゃ
んや幼い弟妹の世話をした経験を懐かしそうに語り合っていました。少子化が進
んでいる今の子育て世代では、そのような経験をしたことがある方は少ないかも
しれない、と思いながら聞いていました。
　子育ては「子どもの成長」という何ものにもかえがたい喜びを与えてくれます。
しかし、核家族化や地域の人間関係の希薄化により、身近に子育ての悩みを相談
できる人が少なく、喜びよりも不安や負担を強く感じる方も少なくないようです。
　市では、６月～２月の間に、市内の全小学校や希望のある中学校・認定こども園・
保育園・小規模保育施設・地域子育て支援センターで「ハッピー子育て講座」を行っ
ています。内容は、保護者の皆さんが、子育ての課題を解決するとともに喜びや
生きがいを見出し子どものよりよい成長につながるよう、各方面の専門家の講話
や参加型の親学習プログラムで、①子育てに関する具体的な知識　②自信をもっ
て子育てできる方法や技術　③保護者の成長のための助言　④保護者同士が子育
ての仲間として交流する場　を提供しています。
　はじめから完璧な保護者はいません。それぞれに悩みながら子育てに取り組ん
でいます。子育ての悩みや疑問を減らし、安心して楽しい子育てにするために、
是非この「ハッピー子育て講座」をお役立てください。 生涯学習課 ☎ (21)2490

77 相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )
（弁護士が法的な見解等を助
言 )
※申込開始
　6月分：5月 7日（火）～
　7月分：6月 3日（月）～
　(各日 8時 30分より受付 )
※ 同じ案件での相談は 2回ま
で（異なる会場で相談して
も同様）。

5月 10日（金）、24日（金）
6月 14日（金）、28日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

5 月 16日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階相談室 /☎(43)6611
0120-46-7830

6 月 17日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

6 月 25日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

5 月 28日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

6 月 20日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

5月 7日（火）、21日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

〇宅地建物相談 (事前に要予約)
(土地・建物の売買や賃貸借、所有と管理)

5 月 17日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
(日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

入舟庁舎 /消費生活センター
　          ☎ (23)8899 FAX (23)8820

○合同相談
(行政相談・人権相談 )

　※移動県民相談も同時開設

5月 14日（火）、28日（火）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

5 月 16日（木）
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室 /
大平市民生活課☎ (43)9211

※ 6月 12日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

6 月 25日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

※ 5月 28日（火）
13時 30分～15時 30分

西方公民館 2階 小会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

※ 6月 20日（木）
13時 30分～15時 30分

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚 生 セ ン タ ー ☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○配偶者等からの暴力 (DV)
相談

月～金曜日
9時～ 16時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

○いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は留守電･FAX

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (24)0667　FAX (21)2690

○青少年相談
(非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○児童虐待相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2226　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

○婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

○障がい児者相談 (福祉サービ
スの利用・障がいを理由とする
差別・合理的配慮及び虐待防止)

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 / 障がい児者相談支援セン
ター(障がい福祉課内)☎(21)2235、
(21)2236、(21)2208 FAX (21)2682

○就労支援相談(事前に要予約)
(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113
第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

○高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

○もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

5月 17日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

■旧栃木市役所本庁舎跡地・旧栃木中央小学校跡地の整備状況（地方都市リノベーション事業）
　市では、国の「地方都市リノベーション事業」を活用して、
旧栃木市役所本庁舎跡地・旧栃木中央小学校跡地の整備を進
めています。これまでに「栃木市くらのまち保育園」と「市
道 11178号線」の整備が完了しました。現在は、旧栃木中
央小校舎を改修する「（仮称）地域交流センター」と、旧栃木
市役所別館を改修する「（仮称）文学館」の整備工事を進めて
います。12月には「（仮称）文化芸術館」の新築工事を開始
する予定です。
　この事業により、各種施設を集約して整備し、中心市街地
の「魅力・活力・賑わい」の創出を目指します。
今後のスケジュール（予定）
( 仮称 ) 地域交流センター　12 月工事完了 2020 年 4月開館
( 仮称 ) 文学館　2019年 3月工事開始 2022年度開館
( 仮称 ) 文化芸術館　12月工事開始 2022 年度開館
問合先
全般・地域交流センターに関すること 市街地整備課 ☎ (21)2309
文化芸術館・文学館に関すること　文化課　☎ (21)2499

（仮称）地域交流センター
　　　（2020年 4月開館予定）
市民活動・生涯学習活動の拠点施
設として整備しています。　　　　　　　　　　

（仮称）文化芸術館・（仮称）文学館
　　　　　　　　（2022年度開館予定）
（仮称）文化芸術館は、主に、市が所蔵して
いる美術品等を保存・展示する美術館とし
て、（仮称）文学館は、主に、本市ゆかりの
文学者を紹介する資料館として整備します。　　　　　　　　

栃木くらのまち保育園
整備完了（平成 30年 4月開園）　　　　　　　　

市道11178号線
整備完了（平成 30年 3月開通）　　　　　　　　

お任せください！お任せください！
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５
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の

蔵
タ
ク
の
予
約
受
付

　
４
月
27
日
（
土
）
か
ら
５
月

６
日
（
月
）
ま
で
の
10
日
間
、

蔵
タ
ク
の
運
営
を
お
休
み
し
ま

す
。
通
常
、
予
約
は
１
週
間
前

か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
が
、

長
期
間
の
お
休
み
と
な
る
た

め
、
５
月
７
日
（
火
）
か
ら
10

日
（
金
）
ま
で
の
予
約
は
、
４

月
26
日
（
金
）
に
も
受
付
を
行

い
ま
す
。
予
約
は
お
早
め
に
。

予
約
方
法　
電
話
に
て
蔵
タ
ク

予
約
セ
ン
タ
ー
☎

（21）
７
７
７
０
へ

問 

交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
３

優
先
交
渉
権
者
と
基
本
協
定

を
締
結
し
ま
し
た 

～
栃
木
駅

前
市
有
地
土
地
利
用
事
業
～

　
市
で
は
、
栃
木
駅
周
辺
地
区
の

魅
力
と
賑
わ
い
を
創
出
す
る
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
栃
木
駅
北
口
に
お
い
て
、

国
の
官
公
庁
施
設
と
市
の（
仮
称
）

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
含
む
民
間

建
築
物
な
ど
の
整
備
を
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
般
、
優
先
交
渉
権
者
（
土

地
利
用
事
業
者
）
と
民
間
建
築

物
の
整
備
に
向
け
た
協
議
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
土
地
利

用
事
業
に
関
す
る
基
本
協
定
を

３
月
８
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
４
月
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
本
年
８
月

よ
り
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

優
先
交
渉
権
者

代
表　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム

ズ
北
関
東
（
株
）

構
成
員　

栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル（
株
）／
Ａ
Ｉ
Ｓ
総
合
設
計（
株
）

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

全
国
一
斉
訓
練
を
行
い
ま
す

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
訓

練
を
下
記
の
日
程
で
全
国
一
斉

に
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
下
記

の
機
器
等
に
て
テ
ス
ト
放
送
が

流
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
５
月
15
日（
水
）11
時
頃

放
送
内
容　
「
上
り
チ
ャ
イ
ム

＋
『
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。』＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
」

放
送
さ
れ
る
機
器　

屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
（
１
８
５
か
所
）
／

防
災
ラ
ジ
オ
（
自
動
起
動
し
て

放
送
し
ま
す
）
／
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら

８
５
７
緊
急
割
込
み
放
送

問
危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

国
民
年
金
付
加
保
険
料
の
納
付

　
付
加
年
金
保
険
料
は
、
国
民
年

金
保
険
料
（
２
０
１
９
年
度
は
月

額
１
万
６
，
４
１
０
円
）
に
月
額

４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
と
の
併
用
加

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
例　
付
加
保
険
料
を
10
年

間
納
付
さ
れ
た
場
合

付
加
保
険
料
の
納
付
額･･･

４
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝

４
８
，
０
０
０
円

 　
　
　
↓

付
加
年
金
の
年
金
額･･･

年
額

２
４
，
０
０
０
円
（
２
０
０
円

×
12
月
×
10
年
）

　
10
年
間
で
計
４
８
，
０
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
、
毎
年
２
４
，
０
０
０

円
の
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
、

大
変
お
得
で
す
。

付
加
年
金
の
申
込
は
市
役
所
及

び
各
総
合
支
所
で
で
き
ま
す
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

る
障
が
い
認
定

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
左
記
に
該
当
す
る
方

は
、
65
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
申
請

に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
／
１
～
３

級
お
よ
び
４
級
の
一
部

（
４
級
の
一
部･･･

音
声
、
言
語
機

能
の
著
し
い
障
が
い
／
両
下
肢
の

す
べ
て
の
指
を
欠
く
／
一
下
肢
の

下
腿
の
２
分
の
１
以
上
を
欠
く
／

一
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
が
い
）

・
療
育
手
帳
／
Ａ
１
お
よ
び
Ａ
２

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

／
１・２
級

・
障
害
年
金
／
１・２
級

手
続
き　
障
害
者
手
帳
も
し
く

は
障
害
年
金
証
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
の
う

え
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
が
い
者
医

療
費
受
給
資
格
者
証
・
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
を
お
持
ち
の
方
は

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム・ 

定
置
型
蓄
電
池
設
置
費
用
の
補
助

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
又
は
定
置
型
蓄
電
池
を
設
置

し
た
方
を
対
象
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
に
居

住
し
て
い
る
方
（
市
税
を
滞
納

し
て
い
る
方
を
除
く
）

補
助
対
象
機
器
と
補
助
金
額　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

１
㎾
あ
た
り
１
０
，
０
０
０
円

（
上
限
は
４
万
円
）

定
置
型
蓄
電
池

補
助
対
象
費
用
に
１
０
０
分
の

10
を
乗
じ
た
額
（
上
限
は
５
万

円
）
※
い
ず
れ
も
１
，
０
０
０

円
未
満
切
り
捨
て

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
、
問
合
先

に
提
出
（
郵
送
可
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
申
請
の
手
引
き
で

確
認
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
課　
☎

（21）
２
３
６
６

自
動
車
税
（
県
税
）
／
軽
自

動
車
税
（
市
税
）
の
納
税
通

知
書
が
発
送
さ
れ
ま
す

発
布
日　
自
動
車
税　
５
月
７

日
（
火
）、
軽
自
動
車
税　

５

月
10
日
（
金
）　

納
期
限　
５
月
31
日
（
金
）
納

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
車
い
す
移
動
車
等
構
造
改
造

車
・
心
身
障
が
い
者
の
方
に
対
し

て
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
申
請

に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
減
免

申
請
受
付
は
５
月
31
日
（
金
）
ま

で
で
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き
ま

し
た
ら
お
早
め
に
申
請
し
て
下

さ
い
。
詳
細
は
問
合
先
ま
で
。

問 

〇
自
動
車
税
（
県
税
）　 

県
税
事
務
所 

☎
（23）
３
４
１
１　

〇
軽
自
動
車
税
（
市
税
） 

市
民
税
課　

 

☎
（21）
２
２
６
１

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
の
発
送

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
毎
年
１
月
１
日
に
市
内
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
新
増
築
又
は
取
壊
し
等

を
し
た
と
き
は
、
問
合
先
へ
。

発
布
日　
５
月
10
日
（
金
）

納
期
限 

全
期・第
１
期　
５
月
31
日（
金
）

第
２
期　
７
月
31
日
（
水
）

第
３
期　
９
月
30
日
（
月
）

第
４
期　
12
月
２
日
（
月
）

問 

資
産
税
課
☎

（21）
２
２
７
１

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」 

フ
ッ
化
物
塗
布

　
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
科
医
師

の
ミ
ニ
講
話
・
歯
科
相
談
、
歯

科
衛
生
士
の
歯
み
が
き
指
導

※
「
り
っ
ぷ
る
く
ん
」「m

il-
kin

（
見
る
菌
）」
登
場
！
お

口
の
お
も
し
ろ
検
査
を
や
っ
て

み
よ
う
（
各
１
０
０
人
程
度
）

※
と
ち
介
が
や
っ
て
き
ま
す

日
時　
６
月
９
日
（
日
）
９
時

～
10
時
45
分

場
所　

栃
木
市
総
合
体
育
館

（
川
原
田
町
）

対
象　

小
学
１
年
生
と
保
育

園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
年
長
児

費
用　
無
料

申
込　
対
象
の
方
に
は
申
込
方

法
等
を
通
知
し
ま
す
。

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
２

特
殊
詐
欺
対
策
電
話
機
等 

購
入
費
補
助
金

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

に
撃
退
の
効
果
が
あ
る
「
特
殊

詐
欺
対
策
電
話
機
」
等
を
購
入

し
た
方
に
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
「
特
殊
詐
欺

対
策
電
話
機
等
」

次
の
い
ず
れ
か
の
機
能
が
あ
る

固
定
電
話
機
や
固
定
電
話
に
接

続
し
て
使
用
す
る
機
器
で
、
購

入
後
１
年
以
内
の
も
の

・
警
察
等
が
提
供
す
る
迷
惑
電

話
番
号
情
報
を
用
い
て
、
振
り

込
め
詐
欺
に
関
す
る
着
信
を
自

動
で
拒
否
す
る
機
能

・
特
殊
詐
欺
対
策
と
し
て
「
こ

の
通
話
は
詐
欺
対
策
で
録
音
し

ま
す
。」
な
ど
と
自
動
で
応
答

し
、自
動
で
録
音
す
る
機
能（
自

動
応
答
録
音
装
置
機
能
）

対
象　
栃
木
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
、
又
は
そ
の
世
帯
員
の
方
／
市

税
に
滞
納
が
な
い
方（
世
帯
全
員
）

補
助
金
額　
購
入
費
の
２
分
の

１
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
）
以

内
で
上
限
５
，
０
０
０
円

※
１
世
帯
１
台
で
１
回
限
り

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
用
意

の
う
え
、
問
合
先
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
へ
。

購
入
し
た
機
器
の
領
収
書
ま
た

は
領
収
書
の
写
し
（
品
名
、品
番
、

購
入
者
氏
名
等
が
記
載
さ
れ
、
販

売
者
の
領
収
印
が
押
印
さ
れ
て

い
る
も
の
）
／
購
入
し
た
機
器
の

機
能
が
確
認
で
き
る
書
類
（
カ
タ

ロ
グ
ま
た
は
説
明
書
の
写
し
等
）

／
印
鑑
／
銀
行
等
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

※
申
請
方
法
や
、
補
助
対
象
の

機
器
か
ど
う
か
な
ど
ご
不
明
な

点
は
問
合
先
へ
。

問 

交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
１

５
月
11
日（
土
）～
20
日（
月
）

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施

　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が

主
役
で
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ

い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
交
通
事

故
「
０
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

問 

交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
１

栃
木
市
自
然
環
境
等
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

設
置
事
業
と
の
調
和
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
く
許
可
制
度

　
条
例
に
基
づ
き
太
陽
光
発
電

設
備
な
ど
を
土
砂
災
害
警
戒
区

域
や
河
川
区
域
、
鳥
獣
保
護
区

な
ど
の
保
全
地
区
内
に
お
い
て

設
置
す
る
場
合
に
は
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
保
全
地
区
に

該
当
す
る
エ
リ
ア
や
許
可
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問

合
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
４
４

木
造
住
宅
の
耐
震
補
助
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
よ
り

一
層
促
進
す
る
た
め
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断・耐
震
改
修（
耐

震
建
替
え
）
に
要
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

耐
震
診
断:

補
助
限
度
額
３
万

円
（
耐
震
診
断
費
用
）

耐
震
改
修:

補
助
限
度
額

１
０
０
万
円
（
耐
震
改
修
費
用

の
２
分
の
１
以
内
）

補
強
計
画
策
定
及
び
耐
震
改

修:

補
助
限
度
額
１
１
０
万
円（
耐

震
改
修
費
用
の
５
分
の
４
以
内
）

耐
震
建
替
え:

補
助
限
度
額

80
万
円
（
耐
震
改
修
費
用
相
当

分
の
２
分
の
１
以
内
）

補
助
対
象　
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、
賃
貸
を
目
的

と
し
な
い
木
造
２
階
建
て
以
下
の

住
宅
。
耐
震
改
修
、
耐
震
建
替
え

に
つ
い
て
は
２
０
２
０
年
３
月
ま

で
に
工
事
が
完
成
見
込
み
の
方
。

そ
の
他　
補
助
金
の
交
付
決
定

前
に
契
約
を
行
っ
て
し
ま
う
と

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
記
載
内
容
以
外
に
も
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前

に
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

建
築
課　
☎

（21）
２
４
４
１

国
民
生
活
基
礎
調
査

　

６
月
と
７
月
の
２
回
に
渡
り

国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
４
月
中
旬
以
降
、
県
知
事

が
発
行
す
る
身
分
証
を
携
帯
し

た
調
査
員
が
、
対
象
地
区
の
お
宅

に
直
接
、
調
査
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
。
電
話
等
で
調
査
内
容
を
お

聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

栃
木
県
健
康
増
進
課　

☎
０
２
８-

６
２
３-

３
０
９
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト

　

平
成
21
年
か
ら
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
、
も
う
す
ぐ
10
年

が
経
過
し
ま
す
。
本
市
で
の
設
置

率
や
維
持
管
理
状
況
を
確
認
す
る

た
め
に
、５
月
１
日（
水
）～
25
日

（
土
）
ま
で
の
期
間
、
消
防
職
員
が

無
作
為
に
抽
出
し
た
住
宅
へ
直
接

出
向
き
、５
分
程
度
の
口
頭
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
防
職
員
は
消
防
車
両
で
出

向
し
、
職
員
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
消
火
器
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
を
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
消
防
本
部
予
防
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535
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児
童
手
当
の
請
求
を
お
忘
れ
な
く

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き

や
、
児
童
手
当
受
給
者
が
転
入
し

た
と
き
に
は
、
必
ず
児
童
手
当
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
出
生
届

や
転
入
届
を
し
た
だ
け
で
は
、
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
４

月
27
日
（
土
）
〜
５
月
６
日
（
月
）

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
間

は
、
児
童
手
当
の
手
続
き
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
請
求

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限　
出
生
日
・
前
住
所

地
の
転
出
予
定
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
15
日
以
内
。
15
日
目

が
閉
庁
日
の
場
合
は
、
直
後
の

開
庁
日
を
15
日
目
と
し
ま
す
。

例
）
４
月
12
日
（
金
）
か
ら
４

月
22
日
（
月
）
に
お
子
さ
ん
が

生
ま
れ
た
場
合
の
請
求
期
限

は
、
５
月
７
日
（
火
）

受
付
窓
口　
子
育
て
支
援
課
及

び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問  

子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
２

５
月
12
日
は
民
生
委
員
児
童

委
員
の
日
で
す

　

栃
木
市
で
は
、
３
９
４
名
の

民
生
委
員
児
童
委
員
並
び
に
主

任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。 地
域
の
皆
さ
ん
と
助
け
合
い
、

見
守
り
活
動
を
と
お
し
て
、「
声

を
出
せ
な
い
人
」「
声
を
出
さ
な

い
人
」「
気
に
な
る
人
」
を
発
見

し
た
ら
、
今
ど
ん
な
支
援
や
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
か
私
達
委
員
が
可

能
な
限
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

各
機
関
に
繋
ぎ
ま
す
。
ま
ず
は
何

か
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
を
！

・
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
（
妊

娠
、
子
育
て
、
い
じ
め
、
虐
待

に
つ
い
て
）

・
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
（
介

護
や
看
護
に
つ
い
て
）

・
障
が
い
児
・
者
に
関
す
る
こ

と
（
外
出
時
の
支
援
、
障
が
い

者
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て
）

・
そ
の
他
、
生
活
全
般
に
関
す

る
こ
と
（
健
康
、
医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、生
活
費
に
つ
い
て
）

※
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
個
人

の
秘
密
は
民
生
委
員
法（
第
15
条・

守
秘
義
務
）で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

問 

栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
連
合
会
（
福
祉
総
務

課
内
）　　
　
☎

（21）
２
２
０
１

献
血
に
ご
協
力
を

日
時　
５
月
27
日
（
月
） 

10
時

〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
正
庁

対
象　
16
歳
〜
69
歳
の
方
。
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
60
歳
〜
64
歳
に
献
血
経
験

が
あ
る
方
に
限
る

内
容　
２
０
０
㎖ 
、４
０
０
㎖ 
献
血

の
み
。
所
要
時
間 

20
〜
30
分
程
度

問 
健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

県
立
自
然
公
園
内
で
の
工
作

物
等
の
新
築
な
ど
に
は
許
可

が
必
要
で
す

　

県
が
指
定
し
た
太
平
山
県
立

自
然
公
園
及
び
唐
沢
山
県
立
自

然
公
園
内
で
工
作
物
等
の
新
築

等
の
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、

条
例
に
基
づ
く
許
可
や
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
許
可
申
請

等
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問  

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

栃
木
市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
を

認
定

　
市
民
協
働
に
よ
る
文
化
振
興
を
担

う
「
栃
木
市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

平
成
30
年
度
は
１
団
体
と
個
人
と
し

て
５
人
の
方
を
認
定
し
、
２
月
に
認

定
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

内
容　
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定

さ
れ
た
団
体
・
個
人
（
活
動
内
容
）

団
体

童
謡・合ね

歓む

の
花（
童
謡・唱
歌
）

個
人

岩い
わ
ふ
ね
て
い

船
亭
服ふ
く
じ地
（
大
道
芸・漫
談
）

佐
藤
純じ
ゅ
ん
い
ち

一（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）

荒
川
名な

美み

依い

（
山
田
流
筝
曲
）

佐
瀬
名な
い
は
る

依
晴
（
山
田
流
筝
曲
）

齋
藤
実み
の
る（

津
軽
三
味
線・細
ほ
そ
ざ
お棹

三
味
線
）

問 
文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
５ 

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
は

春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動

　
国
で
は
、
新
緑
や
色
と
り
ど
り

の
花
々
が
映
え
る
春
季
に
、
緑

豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
都
市
緑
化

推
進
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
に
は
、『
み
ど
り
の

月
間
』（
４
月
15
日
〜
５
月
14
日
）

や
『
み
ど
り
の
日
』（
５
月
４
日
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
こ
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
を

機
に
、
緑
の
保
全
・
創
出
な
ど
に

つ
い
て
考
え
、
緑
豊
か
な
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
都
市
緑
化
推
進
運
動
期
間
中

に
開
催
さ
れ
る
各
種
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

２
０
１
９
年
度
教
科
書
選
定

委
員
会
・
教
科
書
展
示
会

教
科
書
選
定
に
関
す
る
会
議

　

２
０
２
０
年
度
使
用
小
・
中

学
校
特
別
支
援
学
級
用
教
科
書
、

小
学
校
用
教
科
書
、
中
学
校
用

社
会
科
教
科
書
に
つ
い
て
、
本

市
の
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し

た
教
科
書
を
選
定
す
る
た
め
の

選
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

５
月
27
日
（
月
） 

14
時
〜
15
時

30
分　
吹
上
公
民
館
「
採
択
の

方
針
に
つ
い
て
」

７
月
16
日（
火
）10
時
〜
15
時
30

分　
吹
上
公
民
館「
調
査
研
究
」

７
月
22
日
（
月
） 

10
時
〜
15
時

30
分　
国
府
公
民
館
「
教
科
書

選
定
」

 

※
選
定
議
決
の
場
面
は
非
公

開
。
選
定
の
結
果
は
、
選
定
委

員
会
終
了
後
に
口
頭
で
公
表
。

教
科
書
展
示
会

　

２
０
１
９
年
度
に
使
用
す

る
小
・
中
学
校
用
教
科
書
、

２
０
２
０
年
度
に
使
用
す
る
小･

中
学
校
特
別
支
援
学
級
用
教
科

書
、小
学
校
用
教
科
書
、中
学
校
用

社
会
科
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
６
月
14
日
（
金
）
〜
７

月
３
日
（
水
）
の
平
日

場
所　
栃
木
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
南
中
学
校
内
）

問 

学
校
教
育
課
☎

（21）
２
４
７
４

『
生
垣
設
置
奨
励
補
助
金
』

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

緑
あ
ふ
れ
る
潤
い
と
安
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
た
め
、
新
た
に
生
垣
を
設

置
す
る
際
に
、
必
要
と
な
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問  

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
へ
の
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

栃
木
高
校
第
80
回
卒
業
生
同

窓
会
様
よ
り
、
市
民
活
動
の
推
進

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
３
万
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
寄
附
は
、
市
民
活
動
推
進
事

業
補
助
金″
と
ち
ぎ
夢
フ
ァ
ー
レ
〞

の
一
部
と
し
て
様
々
な
市
民
活

動
に
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

問  

地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
３
２

絵
本
の 

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

栃
木
県
中
古
車
販
売
店
商
工

組
合
（
Ｊ
Ｕ
栃
木
）
様
よ
り
、
自

動
車
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と

市
内
全
小
学
校
へ
中
古
車
販
売

を
題
材
と
し
た
絵
本
の
寄
附
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問 

学
校
施
設
課
☎

（21）
２
４
６
４

地
域
見
守
り
カ
メ
ラ
（
防
犯

カ
メ
ラ
）
の
寄
附
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
栃
木
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
よ
り
、
う
ず
ま
公
園
へ
地
域

見
守
り
カ
メ
ラ（
防
犯
カ
メ
ラ
）

２
台
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。公
園
内
の
犯
罪
を
抑
止
し
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
公

園
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

問  

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

東
日
本
大
震
災
に
あ
た
た
か

い
お
見
舞
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

 

東
日
本
大
震
災
に
対
し
、
左

の
方
よ
り
災
害
義
援
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

早
乙
女
靴
店
／
お
お
み
や
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｔ
Ａ　

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

子
ど
も
未
来
基
金
へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
三み

谷た
に

勝か
つ

夫お

様
よ
り
、

栃
木
市
子
ど
も
未
来
基
金
に

20
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
育
て
支
援
の
事
業
に

活
用
す
る
た
め
に
創
設
し
た
基

金
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や

子
育
て
環
境
の
充
実
の
た
め
の

事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

問 

子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
２

子
育
て
支
援
へ
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
役
立

て
て
欲
し
い
と
、
荒
井
俊と
し
邦く
に
様

と
小お
が
わ川

光み
つ
お男

様
よ
り
、
５
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

問 

子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
２

平成30年度 栃木市文化マイスター認定者

製造事業所の皆さんへ
２０１９年工業統計調査を実施します

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにすること
を目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
すべての製造事業所を対象に、６月１日現在で実施します。
　５月中旬頃に調査員が伺いますので、ご協力をお願いします。
　なお、調査票に記入いただいた内容については、統計法に
基づき秘密が厳守されますので、正確な記入をお願いします。

経済産業省・都道府県・市区町村  問合先 総合政策課 ☎（21）２３０６

コウちゃん

県道開通・踏切の閉鎖と踏切拡幅のお知らせ
 都賀地域の家中地内において、
右図の区間の県道および側道
が、５月24日（金）14時に開通
します。これに伴い、現県道の
踏切が閉鎖されるとともに、市
道２０２２号線踏切が拡幅と
なります。
 なお、市道２０２２号線踏切は
軽四輪車以下が通行可能となり
ますが、普通車以上は通行がで
きませんので、ご注意ください。
問 栃木県栃木土木事務所
　　　　 ☎（23）３４３４
　 道路河川整備課
　　　　☎（21）２４０６

栃木市幼稚園連合会はお子さんの育
ちとパパ・ママの子育てを応援しています
　子どもたちが心豊かにたくましく成長できるよう市
と連携し、全ての園が「認定こども園」として 「子育
て環境づくり」を積極的に推進しています。
主な実施事業　（詳しくは各園へ問い合わせください）
子育て相談＝子育てに関する悩みや就園に関する相談の受付
未就園児親子教室＝未就園児親子を対象に楽しい時間の提供
預かり保育＝保育時間終了後の預かり保育（１号認定）
長期休みの預かり保育＝ 春・夏・冬の長期休み期間の預かり

保育（１号認定）
※園ごとに実施事業や内容および2歳児の受け入れ状況等が
　異なります。詳しくは各園に問い合わせください。     　　
　　　　　　　　　　  問 保育課 ☎（21）2231

園 名 電 話 番 号
認定こども園栃木幼稚園 ☎（24）4802
認定こども園若葉幼稚園 ☎（24）4075
認定こども園アルス幼稚園 ☎（22）0824
認定こども園おおみや幼児教育センター ☎（28）0038
認定こども園國學院大學栃木二杉幼稚園 ☎（22）3175
認定こども園ひらかわ幼稚園 ☎（27）0236
認定こども園吹上幼稚園 ☎（31）1543
認定こども園アルス南幼稚園 ☎（23）7155
認定こども園おおひらふじ幼稚園 ☎（43）3665
認定こども園大平みなみ幼稚園 ☎（43）3810
幼保連携型認定こども園バンビ幼稚園 ☎（62）5431
認定こども園ふじおか幼稚園 ☎（61）1152
認定こども園都賀幼稚園 ☎（27）7155
認定こども園岩舟幼稚園 ☎（55）2154
認定こども園しずわでら幼稚園 ☎（54）1152
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子
育
て
支
援
へ
の
寄
贈
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
始
め

と
し
た
地
域
子
育
て
支
援
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
日

立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
労
働
組
合

栃
木
支
部
様
及
び
日
立
ジ
ョ
ン

ソ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
空
調
労

働
組
合
栃
木
地
区
様
よ
り
、
次

の
電
化
製
品
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

寄
贈
品　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー　
２
台
／
電
子
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト　

２
枚
／

加
湿
空
気
清
浄
機　

１
台
／
ス

テ
ィ
ッ
ク
ク
リ
ー
ナ
ー　
１
台

問 

子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
６

募

集

２
０
１
９
年
度　

栃
木
市
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
栃
木

市
文
化
振
興
推
進
制
度
」
に
基

づ
く
市
民
協
働
に
よ
る
文
化
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、『
栃
木

市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
』
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

対
象　
・
市
内
に
在
住
、
又
は

在
勤
し
て
い
る
方

・
本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
で

調
査
、
研
究
、
活
動
を
し
て
い

る
個
人
又
は
団
体

認
定
基
準

・
文
化
活
動
実
績
５
年
以
上

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
文
化

マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す
る

に
足
り
る
実
績
等
が
あ
る
こ
と

活
動
内
容
等　
市
や
地
域
の
各

種
事
業
等
（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
公
民
館
事
業
、
視
察

研
修
で
来
市
し
た
方
へ
の
解
説

等
）
へ
の
参
加
。

応
募
方
法　

所
定
の
申
請
書

（
問
合
先
窓
口
に
有
り
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
記
入
の
う
え
、
５
月
７

日
（
火
）
～
６
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
問
合
せ
先
へ
※
選
考
委

員
会
等
に
お
い
て
、
認
定
の
適

否
を
決
定
し
ま
す
。

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
５

「
渡
良
瀬
遊
水
地
外
来
植
物

除
去
活
動
」
参
加
者
募
集

　
県
と
の
共
催
で
希
少
植
物
や

在
来
植
物
の
生
育
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
外
来
植
物
等
の
除
去

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
で
あ
る
渡
良

瀬
遊
水
地
の
豊
か
な
自
然
を
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
５
月
18
日
（
土
）  

集
合
受
付:

８
時
40
分 

作
業
時
間:

９
時
～
10
時
（
小

雨
実
施
・
荒
天
中
止
）

場
所　

集
合:

部
屋
南
部
桜
づ

つ
み
公
園
駐
車
場（
藤
岡
町
部
屋
）

※
到
着
後
作
業
場
所
へ
移
動

対
象　
ど
な
た
で
も

内
容　
外
来
植
物
等
の
抜
き
取

り
に
よ
る
希
少
植
物
保
全
活
動

申
込　
不
要

持
ち
物　
長
ぐ
つ
、
汚
れ
て
も

良
い
服
装

問 

遊
水
地
課
☎

（62）
０
９
１
９

市
民
憲
章
を
作
る
委
員
募
集

　
市
民
憲
章
審
議
会
を
設
置
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
上
で
の
市

民
の
心
構
え
や
、
行
動
指
針
と

な
る
市
民
憲
章
を
作
り
ま
す
。

審
議
会
の
一
員
と
し
て
、
一
緒

に
市
民
憲
章
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象 

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
満
18
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）

の
方
で
、市
の
審
議
会
等
の
委
員
を

２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
方

定
員　
男
性
１
人
、
女
性
１
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

任
期　
６
月
か
ら
市
民
憲
章
制

定
の
日
ま
で
（
約
１
年
間
）

会
議
の
開
催　

全
５
回
程
度
、

平
日
の
夜

報
酬　
８
，０
０
０
円
（
日
額
）

申
込　
栃
木
市
市
民
憲
章
審
議

会
委
員
申
込
書
（
総
務
課
・
各

総
合
支
所
地
域
づ
く
り
推
進
課

で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
問
合
先
へ
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
。
５
月
17
日（
金
）必
着
。

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
３

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅
　

大
宮
市
営
住
宅　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

３
戸
（
３・４
階
）
※
単
身
者
可

３
Ｄ
Ｋ　
１
戸
（
２
階
）

薗
部
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　

１

戸
（
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）
※
単
身
者
可

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
．
23
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
５
千
円
／
月

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
３
Ｄ

Ｋ　
（
73
．
77
平
方
㍍
）　
２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　

５
月
７
日
（
火
）

～
10
日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

入
居
日　
６
月
１
日
（
土
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、
家

賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月
２
，

７
０
０
円
／
台
）が
か
か
り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
問
合
先
へ
。

問 

公
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
８
６
７
７

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

（
公
募
委
員
）
募
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
（
公
募

委
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
年
１
～
２
回
の
会
議
に
参
加

し
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
施

策
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る

際
に
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
ま

す
。

対
象　
市
内
在
住
で
男
女
共
同

参
画
に
関
心
の
あ
る
方
で
、
市

の
審
議
会
等
の
委
員
を
２
つ
以

上
兼
務
し
て
い
な
い
方

募
集
人
数　
４
人
（
選
考
の
上

決
定
）

任
期　
７
月
１
日
～
２
０
２
１

年
６
月
30
日

報
酬　

１
回
の
会
議
に
つ
き

４
，
０
０
０
円

申
込　
所
定
の
応
募
用
紙
（
問

合
先
窓
口
に
あ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
４
０
０
字
程
度
の
「
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
私
が
考
え

る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
作
文
と

あ
わ
せ
て
、
問
合
先
に
直
接
ま

た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
提
出
。５
月
24
日（
金
）必
着
。

問 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
６
２

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
期
日

前
投
票
立
会
人
募
集

　
１
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

選
挙
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
７
月
21
日
（
日
）
に

予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
期
日
前
投
票
立
会

人
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
日

程
に
つ
い
て
は
国
会
会
期
延
長

な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
変
動
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
５
日
（
金
）
～
20

日
（
土
）
８
時
30
分
～
20
時

場
所　
栃
木
市
入
舟
庁
舎
及
び

各
総
合
支
所

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

栃
木
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

内
容　
期
日
前
投
票
の
立
会
い　

報
酬
額　

１
日
に
つ
き
９
，

６
０
０
円

※
源
泉
徴
収
票
作
成
の
た
め
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出
が
必
要

申
込　
５
月
17
日
（
金
）
ま
で　

応
募
方
法　
応
募
用
紙
（
問
合

先
〔
市
役
所
本
庁
舎
４
階
〕
に

設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
希
望
す
る
従

事
日
及
び
場
所
・
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
問
合
先
へ
提
出
。

申
込
み
状
況
に
よ
り
、
初
め
て

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
３
１

催

し

寺
尾
米
づ
く
り
体
験
教
室

２
０
１
９
春
の
部

　
寺
尾
で
農
を
通
し
た
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　
５
月
26
日
（
日
）
９
時

～
13
時

場
所　
寺
尾
公
民
館
お
よ
び
周

辺
ほ
場
（
梅
沢
町
）

対
象　
ど
な
た
で
も

内
容　
田
植
え
、
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
、さ
つ
ま
苗
植
え
（
昼
食・

お
土
産
つ
き
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）

申
込　
５
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ

主
催　
寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会

問 

農
業
振
興
課
☎

（21）
２
３
８
４

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー 

七
夕
で
見
つ
け
た
★
キ
ラ
リ

輝
く
あ
な
た
と
の
恋
☆

対
象　
お
お
む
ね
25
歳
～
45
歳

ま
で
独
身
勤
労
者
男
女

日
時　
７
月
７
日 

（
日
）
13
時

～
16
時
30
分

場
所　
栃
木
市
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
今
泉
１
丁
目
）

定
員　
男
女
各
15
人（
抽
選
制
）

※
各
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止

参
加
費　
男
性
４
，０
０
０
円
、

女
性
１
，
０
０
０
円
（
女
性
２

人
以
上
の
申
込
み
で
５
０
０
円

引
）

申
込　
６
月
22
日
（
土
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

市
内
を
巡
っ
て
新
し
い
発
見　

“

栃
木
の
と
ち
ぎ
交
流
事
業”

　
市
内
各
地
の
名
所
な
ど
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
け
れ
ど
も
、
意
外
と
知
ら

な
い
、
そ
ん
な
魅
力
再
発
見
間

違
い
な
し
の
コ
ー
ス
で
す
!! 

日
時　
５
月
29
日
（
水
）
９
時

～
16
時　
旧
警
察
署
跡
地
駐
車

場
集
合

対
象　
市
内
在
住
の
方

コ
ー
ス　

円
仁
生
誕
地
・
大

慈
寺
・
村む
ら
ひ檜

神
社
等
（
見
学
）　

→
エ
ヴ
ァ
ン
タ
イ
ユ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
昼
食
）
→
栃
木
県
農
業

試
験
場
（
見
学
）
→
県
央
・
巴

波
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
見
学
）

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

定
員　
25
人
（
抽
選
制
）
※
申

し
込
み
は
１
組
２
名
ま
で

当
選
結
果
は
５
月
20
日（
予
定
）

の
抽
選
実
施
後
、
電
話
に
て
連

絡
。
後
日
、
行
程
表
な
ど
を
別

途
通
知
。

費
用　
当
日
２
，０
０
０
円（
昼

食
代
、
見
学
料
含
む
。）

申
込
方
法　

５
月
７
日
（
火
）

～
17
日
（
金
）
に
問
合
先
窓
口

に
て
直
接
受
付
、
電
話
（
土
日

祝
日
を
除
く
）、
郵
送
に
て
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
、
封
書
に

て
、
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
連
絡
先
、
生
年
月
日
を

明
記
の
上
、
５
月
17
日
（
金
）

必
着

宛
先　

〒
３
２
８-

８
６
８
６　

住
所
不
要　
栃
木
市
役
所
地
域

づ
く
り
推
進
課　
栃
木
交
流
事

業
担
当
者
宛

問 

地
域
づ
く
り
推
進
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
３
２

講

座

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

市
民
講
座
「
若
者
た
ち
の
未

来
と
教
育
者
の
あ
り
方
」

　
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
の
遠
藤

則の
り

靖や
す

先
生
を
講
師
に
お
招
き

し
、
今
、
若
い
世
代
が
抱
え
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
お
話
や
、

ご
自
身
で
始
め
ら
れ
た
自
然
農

法
の
米
作
り
を
通
し
て
見
え
て

き
た
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
ご
提
案
を
聴
き
ま
す
。

日
時　
５
月
17
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時

場
所　

栃
木
市
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー （
城
内
町
２
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
で
興
味
関
心

の
あ
る
方

定
員　
40
人

費
用　
無
料

申
込　
５
月
13
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
に
電
話
に
て
。

問 

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（20）
７
７
０
５

「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
生
き
生
き
塾
」

受
講
者
募
集

　
シ
ル
バ
ー
世
代
の
交
流
を
通

し
て
、
教
養
・
文
化
活
動
、
福

祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
６
月
か
ら
２
０
２
０
年

１
月
の
毎
月
第
４
火
曜
日
。
た

だ
し
、
11
月
は
第
２
火
曜
日
。

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
大
平
隣
保
館
（
大
平
町
新
）

対
象
者　
市
内
在
住
60
歳
以
上

の
方
で
、
全
８
回
講
座
の
う
ち

４
回
以
上
出
席
の
で
き
る
方

定
員　
30
人

費
用　
無
料
（
講
座
に
よ
っ
て

は
材
料
費
の
み
個
人
負
担
）

申
込　
５
月
13
日
（
月
）
８
時

30
分
～
17
時

問 

大
平
隣
保
館
☎

（43）
６
６
１
１

第
三
回
江
戸
学
の
ス
ス
メ

　
江
戸
時
代
の
暮
ら
し
や
文
化

を
、
講
座
と
江
戸
の
芸
能
を
織

り
交
ぜ
て
、楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時　
５
月
19
日
、６
月
16
日
、

７
月
21
日
、
８
月
25
日
、
９
月

15
日
、
10
月
20
日　
全
て
日
曜

日　
13
時
～
15
時
30
分

場
所　
と
ち
ぎ
蔵
の
街
観
光
館

多
目
的
ホ
ー
ル
（
万
町
）

費
用　
１
０
，
０
０
０
円
（
全

６
回
で
）

申
込　
問
合
先
ま
で

問 

小
江
戸
と
ち
ぎ
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
内
） 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
７
３

プ
ロ
直
伝　

整
体
講
座 

（
簡
単
セ
ル
フ
足
ツ
ボ
押
し
）

日
時　
６
月
９
日 

（
日
）
10
時

～
10
時
50
分

場
所　
栃
木
市
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
今
泉
１
丁
目
）

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
教
材
費
５
０
０
円

持
ち
物　
飲
料
・
タ
オ
ル
・
運

動
の
で
き
る
服
装
で

申
込　
４
月
22
日
～（
先
着
順
）

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
火
曜
・
祝
日
休
館
） 

　
　
　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０
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家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

指
導
者
研
修

日
時　

５
月
29
日
（
水
）、
６

月
17
日（
月
）、７
月
３
日（
水
）、

７
月
19
日
（
金
）、
８
月
７
日

（
水
）
全
て
10
時
～
15
時
30
分 　

全
５
回　
希
望
研
修:
２
月
20

日
（
木
）
13
時
～
16
時

場
所　
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー （
宇
都
宮
市
瓦
谷
町
）

対
象　
地
域
で
家
庭
教
育
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
方
／
家
庭
教
育
支
援

に
関
す
る
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

内
容　
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
親
同
士
が
交
流
し

な
が
ら
子
育
て
に
必
要
な
知
識
や

ス
キ
ル
等
を
学
ぶ
「
家
庭
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
効
果
的
に
活

用
で
き
る
指
導
者
を
養
成
し
ま
す
。

定
員　
80
人

費
用　
無
料

申
込　
問
合
先
ま
た
は
直
接
栃

木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

問 

生
涯
学
習
課
☎

（21）
２
４
９
１

自
分
発
見
！
出
会
い
発
見
！ 

生
き
方
発
見
！ 

と
ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方

定
員　
60
人

受
講
料　
１
，
０
０
０
円　
現

地
研
修
、
日
本
女
性
会
議
は
別

途
料
金

会
場　

栃
木
市
役
所
本
庁
舎
、

栃
木
文
化
会
館　
等

内
容　
下
表
の
と
お
り

申
込　
６
月
10
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課　
　

 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
６
２

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

エ
レ
キ
＆
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
講
座
（
初
級
）

対
象　
市
内
在
住
か
在
勤
の
15

歳
～
40
歳
以
下
の
方
（
学
生
は

対
象
外
）

日
時　

６
月
４
日
（
火
）
～ 

７
月
９
日
（
火
）　

19
時
～
21

時　
６
回
講
座

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

内
容　

家
で
眠
っ
て
い
る
ギ

タ
ー
で
好
き
な
曲
が
弾
け
る
よ

う
に
基
礎
か
ら
プ
ロ
が
教
え
ま

す
。
持
参
す
る
も
の（
ギ
タ
ー
、

シ
ー
ル
ド
、
ピ
ッ
ク
を
持
参
。

無
い
方
は
相
談
下
さ
い
）

定
員　
10
人

費
用　
無
料

申
込　
５
月
７
日
（
火
）
か
ら

直
接
、問
合
先
へ
。
受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21
時
、
土
曜
17
時

～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
３
１
１
３

栃
木
県
主
催 

か
し
こ
い
消
費
者
講
座

　

基
礎
知
識
を
習
得
す
る
「
基

礎
コ
ー
ス
」
と
、
県
の
施
策
や

地
域
活
動
に
即
し
た
内
容
の「
応

用
コ
ー
ス
」
に
分
け
た
講
座
。

一
部
の
講
義
を
選
択
し
て
受
講

す
る
聴
講
者
も
併
せ
て
募
集
。

日
時　

・
基
礎
コ
ー
ス　

６
月
～
９
月

ま
で
の
６
日
間（
火
曜
日
実
施
）

・
応
用
コ
ー
ス　

９
月
～
12
月

ま
で
の
６
日
間（
火
曜
日
実
施
）

場
所　
栃
木
県
庁
６
階
会
議
室

（
宇
都
宮
市
）

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
各
50
人（
聴
講
者
含
む
）

受
講
料　
無
料

申
込　
基
礎
コ
ー
ス
は
５
月
31

日
（
金
）
ま
で
、
応
用
コ
ー
ス

は
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

所
定
の
応
募
用
紙
を
問
合
先
へ

郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
。
聴
講

の
申
込
は
県
へ
。

問 

市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１ 

栃
木
県
く
ら
し
安
全
安
心
課 

☎
０
２
８-

６
２
３-

２
１
３
５

 

ス
ポ
ー
ツ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

小
学
生
の
部

日
時　
５
月
12
日
～
６
月
30
日

の
毎
週
日
曜
日
（
全
８
回
）
９

時
～
11
時

場
所　
栃
木
中
央
小
学
校
体
育

館
（
入
舟
町
）

対
象　
小
学
３
～
５
年
生
の
男
女

中
学
生
の
部

日
時　
５
月
14
日
～
７
月
２
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
19

時
～
21
時

場
所　
栃
木
西
中
学
校
体
育
館

（
片
柳
町
）

対
象　
中
学
１
年
生
の
男
女

共
通
事
項

費
用　
２
，
５
０
０
円
（
初
日

に
納
入
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
シ
ュ
ー
ズ

申
込　
市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
専
門
部
（
西
畑
）
へ

（
当
日
会
場
で
の
申
込
み
可
）

問 

市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
専
門
部
（
西
畑
） 

　
　
　
　
　
　
☎

（23）
５
０
９
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
１
０
９
回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
初
心
者
向
き
、
歩
行
時
間
約

５
時
間

日
時　
５
月
26
日
（
日
）

場
所　
鉄
砲
木
ノ
頭
・
高
指
山

（
山
梨
県
山
中
湖
村
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
人
５
，０
０
０
円（
当

日
納
入
）

申
込　
５
月
８
日
（
水
）
～
14

日
（
火
）
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
申
込
書
を
記
入
し
提
出

問 

市
体
育
協
会
山
岳
専
門
部

（
渡
辺
） 　
　
☎

（27）
０
４
８
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
36
回
藤
岡
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時 

６
月
12
日（
水
）雨
天
決
行

場
所 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
（
都
賀
町
大
柿
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤
者（
１

人
か
ら
申
込
み
可
）

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
参
加
費:

９
，
３
０
０

円
（
参
加
費
＋
プ
レ
ー
費
、
昼

食
＋
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
、
パ
ー

テ
ィ
ー
費
、
税
込
）

内
容　
新
ぺ
リ
ア
方
式
（
ト
リ

プ
ル
カ
ッ
ト
・
上
限
36
打
）・

ド
ラ
コ
ン
・
ニ
ア
ピ
ン
有
り

豪
華
賞
品
多
数
有
り

申
込　
５
月
10
日
（
金
）
～
31

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
に
て

ハ
ー
モ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
☎

（92）
０
０
１
６
）
へ

問 

藤
岡
地
区
体
育
協
会
事
務

局
（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城
内
） 

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
１
３
０
１

第
７
回
栃
木
市
民
陸
上
大
会

　

種
目
（
１
人
２
種
目
ま
で
）:

１
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、

３
０
０
０
ｍ
、
５
０
０
０
ｍ
、
走

幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
／
参
加

区
分
（
男
女
別
）:

30
歳
以
下
、

31
～
40
歳
、41
歳
以
上
／
そ
の
他:

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
10
月
開
催
）

の
予
選
会
を
兼
ね
る
。
ま
た
、
当

日
は
小
中
学
生
の
部
も
開
催

日
時　
６
月
23
日
（
日
）
８
時

30
分
開
会
式
、
９
時
競
技
開
始

（
雨
天
決
行
）

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
川
原
田
町
）

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用　
１
人
１
，０
０
０
円（
当

日
会
場
で
納
入
）

申
込　
６
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
15
回
栃
木
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
参
加
選
手
募
集

日
時　
９
月
22
日
（
日
）
８
時

30
分
～
15
時

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

ほ
か

対
象　
平
成
31
年
４
月
１
日
現

在
で
12
歳
以
上
の
、
県
内
に
居

住
ま
た
は
県
内
の
施
設
に
入

所
・
通
所
・
通
学
を
す
る
身
体

障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
ま

た
は
精
神
障
が
い
者

内
容　
県
内
最
大
規
模
の
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

種
目:

陸
上
競
技
（
身
体
・
知

的
）、
卓
球
（
身
体・知
的・精
神
）、

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
身

体
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・

知
的
）、水
泳
（
身
体
・
知
的
）、
グ

ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
身
体
）、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
知
的
）、
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
身
体
）

費
用　
無
料

申
込　
５
月
23
日
（
木
）
ま
で
に

・
学
校
、
施
設
等
に
所
属
す
る

方･･･

各
所
属
先
へ

・
在
宅
の
方･･･

問
合
先
へ

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

FAX 

（21）
２
６
８
２

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録

対
象　
有
資
格
指
導
者
２
人
以

上
、
団
員
10
人
以
上
の
団
体

費
用　

指
導
者
１
人
１
，

１
０
０
円
、
団
員
１
人
６
５
０

円
（
県
及
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
登
録
も
兼
ね
ま
す
）

申
込　
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
ウ
ェ
ブ
登
録
シ
ス
テ
ム
に
て

登
録
申
請
後
、問
合
先
へ
納
入
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加
選
手
募
集

日
時　
10
月
12
日
（
土
）
～
14

日
（
月
）

場
所　
茨
城
県

対
象　

平
成
31
年
４
月
１
日
現

在
で
13
歳
以
上
の
、
県
内
に
居
住

ま
た
は
県
内
の
施
設
に
入
所
・
通

所
・
通
学
等
を
す
る
身
体
障
が
い

者
、
知
的
障
が
い
者
ま
た
は
精
神

障
が
い
者
（
原
則
と
し
て
、
第
14

回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
平
成
30
年
９
月
中
止
）
に
申
込

み
し
た
方
・
強
化
練
習
会
等
（
５

回
）
に
全
日
程
参
加
で
き
る
方
）

内
容　

募
集
競
技:

陸
上
競
技

（
身
体
・
知
的
）、
卓
球
（
身
体
・

知
的
・
精
神
）、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス（
身
体
）、ア
ー
チ
ェ

リ
ー（
身
体
）、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
（
身
体・知
的
）、水
泳
（
身

体・知
的
）、ボ
ウ
リ
ン
グ（
知
的
）

費
用　
５
，
０
０
０
円

申
込　
５
月
14
日
（
火
）
ま
で
に

・
学
校
、
施
設
等
に
所
属
す
る

方･･･

各
所
属
先
へ

・
在
宅
の
方･･･

問
合
先
へ

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

FAX 

（21）
２
６
８
２

栃
木
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
戦

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

栃
木
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

す
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
栃

木
シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
」
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
チ
ケ
ッ
ト

（
ス
タ
ン
ド
席
）
を
抽
選
で
ペ
ア

５
組
10
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対
象
試
合　
栃
木
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ 

対TO
KYO

 U
N

ITED
 FC

　

６
月
１
日
（
土
）
13
時
キ
ッ
ク

オ
フ　

栃
木
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
川
原
田
町
）

応
募
方
法　

①
郵
便
番
号
、
②

住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤
栃

木
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
へ
の
一
言
、
を
記

入
の
う
え「
は
が
き
」ま
た
は「
Ｅ

メ
ー
ル
」
に
て
。（
記
入
漏
れ
は

抽
選
対
象
外
）
５
月
９
日
（
木
）

必
着
（
Ｅ
メ
ー
ル
は
17
時
ま
で
）

応
募
先　
〒
３
２
８-

８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
役
所
ス

ポ
ー
ツ
連
携
室　

栃
木
シ
テ
ィ

Ｆ
Ｃ
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

✉sports-link@
city.

tochigi.lg.jp

そ
の
他
　
当
選
発
表
は
、
チ

ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

問 

ス
ポ
ー
ツ
連
携
室 

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
９
１

とちぎ市男女共生大学 日時と学習テーマ
回 日 時 内 容

1 6 月 18 日（火） 
14 時～ 15 時 30 分

「SDG ｓから考えるこれからの男女共生 
～暮らしやすい社会をつくるには～」 

（有）フェードイン代表　        工藤　敬
け い こ

子　氏

2 ６月 28 日（金） 
14 時～ 16 時

とちぎ市男女共同参画のつどい　 
第１部　男女共同参画標語コンテスト表彰 
第２部　「Change，or　Die!」（仮題） 
RIZAP グループ（株）取締役 
カルビー（株）シニアチェアマン 松本 晃

あきら

 氏

3 7 月 30 日（火） 
14 時～ 15 時 30 分

グループワーク「自分を活かして、地域が活きる」 
宇都宮大学准教授　石井　大

だいいちろう

一朗　氏

4 ９月 6 日（金） 
8 時 30 分～ 17 時

＊現地研修（参加費用は別途徴収） 
①栃木県防災館　②パン・アキモト

5 10 月 2 日（水） 
14 時～ 15 時 30 分

「介護と仕事の両立のために」 
栃木市地域包括ケア推進課長  首

しゅなが

長 正博

6 10 月 25 日（金） 
～ 26 日（土） 日本女性会議 2019 さの（参加費用は別途徴収）

7 11 月 15 日（金） 
14 時～ 15 時 30 分

「女性と貧困～なぜ女性は貧困に陥ったのか～」 
横山法律事務所弁護士　横山　幸

ゆ き こ

子氏
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板
倉
町（
群
馬
県
）

春
の
揚
舟　

谷
田
川
め
ぐ
り

　

船
頭
が
一
本
の
竹
ざ
お
を
使
い
、

木
舟
の
揚
舟
を
鮮
や
か
に
操
船
し
な

が
ら
谷
田
川
を
ゆ
っ
く
り
と
周
遊
し

ま
す
。
舟
の
上
か
ら
、
水
場
い
た
く

ら
の
心
休
ま
る
景
色
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

運
航
日 　
５
月
・
６
月
の
土
・
日
・

祝
日

運
航
場
所　
群
馬
の
水
郷
（
板
倉
町

大
字
岩
田
）

乗
船
料
金　

一
人　

１,

０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

出
航
時
間　

10
時
、
11
時
、
12
時
、

13
時
、
14
時
、
15
時
、
16
時
の
１
日

７
便

乗
船
時
間　
約
１
時
間　

問 

板
倉
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
　
☎
０
２
７
６-

７
０-

４
０
４
０

古
河
市（
茨
城
県
）

古
河
街
角
美
術
館 

「
古
河
市
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
」

　
古
河
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
か

ら
、
絵
画
を
中
心
に
展
示
紹
介
し
ま

す
。

期
間　
６
月
４
日
（
火
）
ま
で

時
間　
９
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

休
館
日　
５
月
24
日
（
金
）

場
所　
古
河
街
角
美
術
館
（
古
河
市

中
央
町
）

費
用　
無
料

問
古
河
街
角
美
術
館

　
　
☎
０
２
８
０-

２
２-

５
９
１
１

加
須
市（
埼
玉
県
）

加
須
市
合
併
10
周
年
記
念 

第
20
回
リ
ー
ド
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ッ
プ

２
０
１
９

　
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち
」
加
須

市
に
ク
ラ
イ
マ
ー
が
集
結
！
日
ご
ろ

鍛
え
た
身
体
と
技
で
完
登
を
目
指

す
、
熱
い
戦
い
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時　
５
月
26
日
（
日
）

　
開
会
式
：
８
時
30
分
（
予
定
）

　
競
技
開
始
：
９
時
（
予
定
）

場
所　
須
市
民
体
育
館
（
加
須
市
下

三
俣
）

問
加
須
市
民
体
育
館

　
　
☎
０
４
８
０-

６
２-

６
１
２
３

小
山
市（
栃
木
県
）

日
本 

和
食
（
日
本
料
理
）

サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９ 

ｉ
ｎ 

小
山

　
料
理
の
祖
神
（
お
や
が
み
）
が
鎮

座
す
る
高
椅
神
社
を
会
場
に
、
和
食

（
日
本
料
理
）
の
展
示
、
庖
丁
式
、

和
食
講
習
の
実
演
、
和
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おはようサイクリング
時 5 月 5 日～ 10 月 6 日までの毎週日曜日 6
時～ 7 時場集合：第二公園（旭町）対自転車に
乗れる方費年会費 3,000 円内第二公園出発、目
的地（約５ｋｍ先）でラジオ体操をして戻って
くるママチャリＯＫの健康プログラム問栃木市
サイクリング協会（萩原）☎ 090-9979-9744

シルバー人材センター入会説明会
時① 5 月 7 日 ( 火 ) ② 5 月 8 日 ( 水 ) ③ 5
月 9 日 ( 木 )　各 13 時 30 分～場①北部事
業所 ( 都賀保健センター 都賀町原宿 ) ②南
部事業所 ( 藤岡町大前 )、岩舟連絡所 ( 岩舟
町下津原 )　③栃木公民館 ( 日ノ出町 )、大
平連絡所(大平町西野田) ※②の藤岡と岩舟、
③栃木と大平は同日開催対市内在住で働く意
欲のある 60 歳以上の方申お住まいの地域の
事業所へ（※入会を希望される方は必ず説明
会に出席下さい）問栃木事務局☎ (23)4165
南 部 事 業 所 ☎ (62)1534 北 部 事 業 所 ☎
(27)8812 大平連絡所☎ (43)0155 西方連
絡所☎ (92)8390 岩舟連絡所☎ (55)8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 5 月 15 日（水） 9 時～ 12 時（申込みは 11
時 30 分まで）場栃木保健福祉センター西側シ
ルバーセンター作業所前（今泉町 2 丁目）費包
丁類 300 円～・刈込はさみ 600 円～ 問シル
バー人材センター栃木事務局 ☎（23）4165

はじめてのウクレレ体験
時 5 月 13 日 ( 月 )13 時 30 分 ～ 14 時 30
分場栃木公民館（日ノ出町）対初心者から定
10 人（先着順）費無料内初心者を対象とし
た易しいレッスンです。ウクレレがなくても
大丈夫（無料貸与）申電話にて問生涯学習人
材バンク講師（谷中）☎ 090-2153-3194

かぎ針・ハート模様のペットボトルカバー作り
時 5 月 13 日 ( 月 )13 時～ 15 時場栃木公民
館（日ノ出町）対どなたでも定 15 人費 972
円申前日までに電話にて問生涯学習人材バン
ク講師（須藤）☎ (23)7190

とちぎメディカルセンターしもつが市民公開講座
時 5 月 22 日 ( 水 )11 時～ 11 時 30 分場とち
ぎメディカルセンターしもつが講堂 ( 大平町川
連 )内膝の痛みについて　痛みなく歩けていま
すか？対どなたでも定 100 人費無料申不要問と
ちぎメディカルセンターしもつが☎ (22)2551

とちぎメディカルセンターとちのき市民公開講座
時 5 月 15 日 ( 水 )11 時～ 11 時 30 分場と
ちぎメディカルセンターとちのき会議室 ( 大
町)内ミドル臭・加齢臭が気になりませんか？
対どなたでも定 100 人費無料申不要問とち
ぎメディカルセンターとちのき☎ (22)7722

不正大麻・けし撲滅運動にご協力ください
　けしの仲間には、法律で栽培が禁止されて
いるものがあります。このけしを不正けしと
言います。毎年、管内では観賞用として栽培
されている不正けしや雑草に混じって自生し
ている不正けしが多く見つかります。また、
大麻は許可なく栽培できません。不正栽培ま
たは自生している不正大麻・けしを発見した
場合や、植えて良いけしか否か鑑別に迷った
時は栃木健康福祉センターにご連絡ください。
問栃木県栃木健康福祉センター☎ (22)4121

栃木県シルバー大学校第 41 期生募集
対県内在住の60歳以上(2020年3月31日現在）
で、第 25 期 ( 平成 17 年度 ) 以降のシルバー大
学校を卒業していない方定南校 ( 神田町 )：120
人内学習時間：おおむね週 1 回 1 日 4 時間（2
年間で 320 時間）学校説明会：5 月 15 日 ( 水 )、
6 月 4 日 ( 火 ) いずれも 10 ～ 12 時申 6 月 1 日
( 土 ) ～ 30 日 ( 日 ) 土日を除く※郵送の場合当
日消印有効問シルバー大学校南校☎ (22)5325

おやつにもなる簡単朝食
時 5 月 17 日 ( 金 )10 時～場おもちゃ図書
館（栃木保健福祉センター内／今泉町 2 丁
目 ) 対食育に関心のある方・乳幼児親子内手
遊び・読み聞かせ・食育講和（お子さんはお
もちゃで遊べます）費参加費無料申不要問蔵
の街たんぽぽの会☎ (24)9833

和太鼓体験
時 5 月 19 日（日）17 時～ 19 時場栃木市農
村振興総合センター（大宮町）対初心者、未
経験者定 10 人費無料内和太鼓は年齢問わず
誰にでも受け入れてもらえる楽器です。太鼓
の響きを感じ楽しさを体験してください。申
5 月 12 日（日）までに電話にて問生涯学習
人材バンク講師（町田）☎ 090-8033-0920

ゆーあい工房まつり２０１９
時 5 月 19 日 ( 日 )10 時～ 14 時 30 分場ゆーあ
い工房敷地内（城内町 2 丁目）内焼きたてパンと
木工品の展示・即売、市内障害者施設の製品販売、
お囃子・ピアノ・バンド演奏、木工体験、カラオケ、
保護者会が作るカレー・やきそば等の各種模擬店
問ゆーあい工房まつり実行委員会（社会福祉法
人うまぐりの里ゆーあい工房内）☎ (25)4001

モーツァルト ヴァイオリンソナタ コンサート
時 5 月 19 日 ( 日 )14 時 30 分開演場西方音
楽館（西方町）対小学生以上定 50 人費前売
り 3,500 円内モーツァルト ヴァイオリン・
ソナタシリーズ最終回 / フォルテピアノ：羽
賀美歩 / バロックヴァイオリン：廣海史帆申
問合先まで問西方音楽館☎（92）2815

蔵の街クロマチックハーモニカクラブコンサート
時 5 月 26 日（日）開場：12 時 30 分　開演：
13 時場栃木文化会館大ホール（旭町）内懐
かしの昭和歌謡、ラテンの名曲、ゲスト演奏
など費無料（要整理券。当日券もあり）問蔵
の街クロマチックハーモニカクラブ（角田）
☎ 090-2480-9210

事業所向け求人説明会
時5月28日(火)14時～（受付13時30分～）
場サンプラザ（片柳町 2 丁目）対 2020 年 3
月新規学校卒業者の採用計画のある事業主申
問合先まで問ハローワーク栃木☎ (22)4135

小松原庸子スペイン舞踊団　情熱フラメンコ　
時 6 月 23 日 ( 日 )17 時開演場栃木文化会館
大ホール（旭町）定 1,200 人費 S 席：6,500
円、A 席：6,000 円、B 席：5,000 円 内 小
松原庸子スペイン舞踊団の創立 50 周年記念
公演申問合先、栃木文化会館☎ (23)5678、
他　にて問むじーく・ぶなの森☎ (20)5055

第 15 回子ども朗読フェスティバル出場者募集
時予選：6 月 29 日 ( 土 )、30 日 ( 日 ) 9 時
30 分～ ( 予定 )、本選：7 月 27 日 ( 土 ) 13
時～場栃木文化会館 ( 予選－小ホール、本選
－大ホール )( 旭町 ) 対幼児～高校生内個人：
対象図書の朗読発表、団体：対象図書の群読
発表、主催：NPO 法人山本有三記念会申 5
月 31 日 ( 金 ) までに問合先へ問山本有三ふ
るさと記念館☎ (22)8805

県立栃木特別支援学校からのお知らせ
早期教育相談
時相談日：月～金曜日 9 時～ 16 時 30 分 ( 祝
日除く )対就学前のお子さんとその保護者費無
料内ことばの遅れが気になる、呼びかけても振
り向かない、行動に落ち着きがない、身体の動
きが気になるなど、お子さんの発達や養育等の
相談 ( 秘密厳守 )申電話等にて問合先へ
学校見学会と体験学習
時①知的障害教育部門　学校見学会 7 月 2 日
( 火 )　体験学習 7 月 24 日 ( 水 )、25( 木 )、
26 日 ( 金 )、9 月 27 日 ( 金 )、10 月 2 日 ( 水 )、
11 月 20 日 ( 水 ) ②肢体不自由教育部門　学
校見学会 7 月 10 日 ( 水 )　体験学習 8 月 6 日
( 火 )、9 月 25 日 ( 水 )、10 月 25 日 ( 金 )、
11月21日(木)③学校公開(施設等職員対象）
5月23日(木)④しらさぎ祭11月16日(土)場
栃木特別支援学校 ( 皆川城内町 )対体験学習は
各日程で対象者が異なります。詳しくは問合先
へ内学校の様子を詳しく知ることができます
( 入学を前提とするものではありません ) 問栃
木特別支援学校☎ (24)7575 FAX (25)1703

「海浜夏まつり」参加者募集
時 7 月 6 日 ( 土 ) ～ 7 日 ( 日 ) 場とちぎ海浜
自然の家（茨城県鉾田市）対栃木県に在住の方
定 250 人費大人 7, 000 円、高校生 5,200 円、
中学生 4,300 円、小学生 4,100 円、3 歳以上
学齢前 3,300 円、3 歳未満 300 円内地引網体
験・砂浜遊び・おまつり広場・磯節鑑賞・マジッ

クショー等申4月28日(日)～6月3日(月)問
とちぎ海浜自然の家☎ 0291-37-4004 

第 43 回栃木青少年音楽コンクール
時 7 月 15 日（月・祝）10 時～場栃木文化
会館小ホール（旭町）内幼児から一般までの
声楽・ピアノ部門の検定とコンクール費検定
6,000 円、コンクール 8,000 円申 5 月 7 日

（火）～ 20 日（月）申込方法は実施要項を
ご覧ください。問栃木青少年音楽研究会 四
方☎ (22)3179 大塚☎ (24)3610

どきどきキャンプ
時 7 月 21 日 ( 日 ) ～ 24 日 ( 水 ) 場太平少
年自然の家　他対県内の小学 4 年生～ 6 年
生定 25 人 ( 抽選制 ) 費 12,000 円内防災を
学ぶ体験活動に取り組んだり、野外活動に協
力して取り組んだりして、生きる力を育み、
参加者同士の絆づくりをします。申 5 月 16
日 ( 木 ) ～ 31 日 ( 金 )17 時必着で、メール、
FAX、はがきにて（詳細は県 HP へ）問栃木
県立太平少年自然の家☎（24）8551

栃木特別支援学校　ボランティアスクール
時 6 月～ 12 月（全４回）場栃木県立栃木特
別支援学校（皆川城内町）対障害児・者への
ボランティア活動に興味がある高校生以上の
方内講話や障害の擬似体験、実際の支援体験
を通して、本校児童生徒や障害児・者を支援
するボランティア育成の講座定 30 人申 5 月 7
日 ( 火 ) ～ 6 月 7 日 ( 金 ) までに電話にて問合
先へ問栃木県立栃木特別支援学校☎ (24)7575

初心者毛筆・硬筆教室
時 5 月 8 日、22 日（水）全 2 回　17 時～
18 時場講師宅（大塚町）対 5 歳児～中学 3
年生定 10 人費 500 円内筆、鉛筆の使い方、
筆順、字形など基本要素を重視し、楽しく学
び集中力強化。申不要問生涯学習人材バンク
講師（宇賀神）☎ 090-6150-505

平成 31 年度「協会けんぽ」の保険料率のお知らせ
　中小企業等で働く方やそのご家族が加入して
いる健康保険「協会けんぽ」栃木支部の健康保
険料率は９．９２％で据え置き、介護保険料率は
１．７３％へ引き上げになります。変更時期は平
成３１年４月納付分からとなります。詳しい内
容は、協会けんぽホームページをご覧ください。
問協会けんぽ栃木支部☎ 028-616-1692

「そらのこ」開催
時 5 月 5 日（日）10 時～ 15 時場永野川緑地公園内
素敵な音楽にハンドメイドやフリマ、飲食店、遊び
ブースなど盛りだくさん‼問soranoko55@gmail.
com https://soranoko.wixsite.com/soranoko

続とち結い　50 対 50 グラコンパーティー
時 6 月 1 日 ( 土）18 時 30 分～場栃木グラ
ンドホテル（万町）対 20 ～ 40 歳までの独
身男女（男性は栃木市・壬生町在住在勤に限
る）定男女各 50 人費男性 5,500 円・女性
2,000 円問栃木青年会議所☎（24）8118

完登めざしてクライミング
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児童館・支援センターなどの行事
※飲み物等必要なものは各自お持ちください。

いまいずみ児童館（☎ 27 - 5322）
　　　　　　　　　　　9時～ 17時・水曜祝日休

そらをおよぐよ︕︕カラフルこいのぼり作り
時 5 月 5日 ( 日 )10 時～ 11時 30分 ( 時間内
参加自由 )
おしゃべりたいむ　母の日のプレゼント作り
時 5 月 7日 ( 火 )10 時～ 11時 30分（時間内
参加自由）内親子で作ろう！犬のタオル人形
わくわくたいむ　母の日のプレゼント作り
時 5 月 11 日 ( 土 )14 時～ 15 時 30 分（時間
内参加自由）対 4 歳以上内かわいい♡
ケーキ BOX作り
おたんじょうび会
時 6 月 14 日 ( 金 )10 時～ 11 時※ 10 時 30
分からおたんじょうび会対市内在住の 6・7月
生まれの未就園児と保護者内手形・写真付き
お誕生日カード、冠のプレゼント定 20 組申 5
月 16日 ( 木 ) ～
 ママといっしょ　
時 A:6 月 17日 ( 月 ) B: 6 月 18日 ( 火 ) C: 6
月 24 日 ( 月 ) 各日 10 時 30 分～対 A:6 か月
～ 11か月児と保護者 (うさぎクラス）B: 1 歳
～ 1 歳 11 か月児と保護者（くまクラス）C: 
2歳以上の未就園児と保護者（ぞうクラス）内A: 
雨ふりふり B: 雨ふりくまのこ C：雨ふりあそ
び定 A･B･C: 30 組持 A: バスタオル C: クレヨ
ン申 5 月 16日 ( 木 ) ～（先着順）

そのべ児童館（☎ 20 - 6231）
　　　　　　　　 　　9 時～ 17時・木曜祝日休

親子ビクス
時 5月 13日 (月 )10時～10時 45分対 1歳以
上の未就園児と保護者定 25組 (先着順 ) 持動き
やすい服装 (ジーンズ不可 ) 申 5月 5日 (日 )～
ぺたぺたひろば
時 5 月 21日 ( 火 )、22日 ( 水 )10 時 30分～
11時30分(時間内参加自由)対 0歳以上内手・
足形、身体測定、読み聞かせ持汚れてもよい
服装、タオル
きねんび☆ Photo 撮影
時 5 月 15 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
( 時間内参加自由 ) 対 0 歳以上内フォトプロッ
プス作り、写真撮影、4・5月の誕生児は写真
をプレゼント（混雑時は写真のお渡しが後日
になります）
０歳親子ビクス
時 6 月 3 日 ( 月 )10 時～ 10 時 45 分対 2 ～
11 か月児と保護者定 25 組 ( 先着順 ) 持バス
タオル、動きやすい服装 ( ジーンズ不可 ) 申 5
月 20日 ( 月 ) ～ 

はこのもり児童センター（☎ 24 - 4034）
　　　　　　　　　　 9 時～ 19時・水曜祝日休

食べられない︖スポンジケーキのプチデコ
時 5 月 11 日 ( 土 ) ① 14 時～ 15 時② 15 時
～ 16時対 3 歳以上 18歳未満（未就学児は保
護者同伴）内スポンジのスポンジケーキをキ
ラキラにデコレーション定各時間 15人 ( 先着
順 ) 申当日 9時（電話可）
パッチン︕ボールキャッチ
時 5 月 26 日 ( 日 )14 時～ 17 時対 18 歳未満
（未就学児は保護者同伴）内紙コップを使った
遊べるおもちゃ作り定 30 人 ( 先着順 ) 申当日
9時（電話可）

地域子育て支援センター（とちぎ）（☎23- 2740）
　　　　　　　　9 時～ 16時 30分・土日祝日休

ほんわかタイム
時 5 月 7 日 ( 火 )10 時～ 11 時対
0 歳児と保護者内身体測定、ふれ
あい遊びとおしゃべり申当日受付
今月のせいさく
時 5月 27日 (月 )、28日 (火 ) 対未就園児と保
護者申当日受付 (材料がなくなり次第終了です ) 

地域子育て支援センターおおひら（☎ 43-1134）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・月曜祝日休

あかちゃんサロン
時 6月6日(木)、20日(木)10時30分～11時30
分対 0歳児と保護者内しょくパンマンとドキンちゃん
の七夕ガーランド定各25組申 5月8日（水）～ 

ころころ広場
時① 6月 11 日 ( 火 ) ② 6月 25 日（火）また
は 26日（水）10時 30分～ 11時 30分対幼
児と保護者内①ふれ合い遊び②七夕飾りを作ろ
う申 5 月 17日 ( 金 ) ～
キッズヨガ
時 6 月 13日（木）10時 30分～ 11時 30分
対幼児と保護者定 20 組申 5 月 24日 ( 金 ) ～
南第１保育園との交流会
時 6 月 14 日 ( 金 )9 時 45 分～ 10時 30 分対
乳幼児と保護者定 10 組申 5 月 17日 ( 金 ) ～

地域子育て支援センターふじおか（☎ 62-5011）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

わくわくタイム　身体測定・手形＆おしゃべりサロン
時 5 月 16 日 ( 木 )、17 日 ( 金 )10 時 30 分
～11時30分対乳幼児と保護者内身体測定と、
手形 ( 足形 ) を押したカードがもらえます定各
20組申 4 月 22日（月）～
子育て講座　ベビーマッサージ
時 5 月 23 日 ( 木 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対 0 歳児と保護者持バスタオル定 15 組申 4
月 22日（月）～
わくわくタイム　しゃぼん玉遊び
時 6 月 6日 ( 木 )10 時 30 分～ 11時 30 分対
1 歳児以上と保護者内雨天時は、室内活動定
20 組申 4 月 22日（月）～

地域子育て支援センターつが（☎ 27-2122）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

すくすくタイム
時 5 月 9 日 ( 木 ) 10 時 30 分～ 11 時 30 分
対 0 歳児～未就園児と保護者内 身体測定・窓
飾り制作申 不要
すくすくタイム
時 5 月 16日 ( 木 ) 10 時 30分～ 11時 30分
対 0 歳児～未就園児と保護者内 エプロン・パ
ネルシアター申 不要
親子エアロビクス
時 5 月 28 日 ( 火 ) 10 時 30 分～ 12 時対 0
歳児～と保護者 定 25 組持 汗拭きタオル・飲
み物申 5 月 14日 ( 火 ) 9 時～

地域子育て支援センターにしかた（☎ 92-2900）
　　　　　　　　　　 9 時～ 17時・土日祝日休

季節の壁掛け制作
時 5 月 8 日 ( 水 ) 定 5 組申事前申込 ( 電話又
は来館 )
5・6 月生まれの誕生会、えほんのよみきかせ
時 5 月 15日 ( 水 ) 
風車作りと園庭開放
時 5 月 22日 ( 水 ) 持帽子
親子ヨガ
時 5月 29日 (水 ) 場こども園遊戯室 定 10組持
汗ふきタオル、飲み物申事前申込(電話又は来館)
☆共通事項時 10 時 30 分～ 11 時 30 分対未
就園児と保護者

地域子育て支援センターいわふね（☎ 55-7920）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

骨盤体操
時 5月 14日 (火 )13時 30分～対未就園児の保
護者定 7人持汗拭きタオル申 5月9日 (木 )～
親子ビクス
時 5 月 20 日 ( 月 )10 時 30 分～対 1 歳以上
の児と保護者定 25 組持汗拭きタオル申 5 月 9
日 ( 木 ) ～
子育て講座「コーラスを聴きましょう」♥
時 5月 23日 (木 ) 定 15組申 5月 9日 (木 )～
のびのびルーム♥
時 5 月 8 日 ( 水 ) 内誕生児お祝、身体測定、
今月の制作申当日受付
うきうきルーム♥
時 5月 15日 (水 ) 内カレンダー制作申当日受付
にこにこルーム♥
時 5 月 22日 ( 水 )  内ふれあいあそび、親子の
交流申当日受付
♥印の共通事項時 10 時 30 分～対未就園児と
保護者

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
  　          （☎ 24 - 3900）9 時～ 15時・土日休

ほのぼの移動広場（イオン）
時 5 月 7 日 ( 火 )、21 日 ( 火 )10 時 30 分～

11 時 30 分※時間内自由参加場イオン２Fち
びっこ広場内保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケアや子育て相談費無料
1、2 たいそう♦
時 5 月 15 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 10 分
対 1 歳 6ヶ月以上内親子で体操遊びをする定
15 組（先着順）申前日 15時まで
親子ふれあい給食
時 5 月 13 日 ( 月 ) 受 付 10 時 ～
10 時 30 分定当日 5 組（先着順）
費親子で 800円（離乳食あり）
健康相談日
時 5 月 20 日 ( 月 )10 時～ 12 時／ 13 時～
15時内身体測定※午前中、助産師相談あり (予
約不要 )
双子ちゃん遊ぼう
時 5 月 20日 ( 月 )10 時～ 12時対未就園児の
双子と保護者または双子妊娠中の方※一般の方
も利用可
レッツ A.B.C♦
時 5 月 22 日 ( 水 )10 時～ 10時 40 分対 1 歳
3ヶ月以上内ネイティブの先生と英語遊びをす
る定 15 組（先着順）申前日 15時まで
リズム de ポン
時 5月27日(月)10時～11時場さくら３Ｊホー
ル内リトミックやミュージック・ケアを取り入
れた音楽や楽器等を使ったリズム遊び申不要
赤ちゃんサロン♦
時①ちゅうりっぷコース：5月 23 日 ( 木 ) か
ら②ひまわりコース：5月 30日 ( 木 ) から　各
10 時～ 11 時 30 分対①平成 30 年 10 ～ 12
月生まれの乳児とその保護者②平成 30年 7～
9月生まれの乳児とその保護者内子育ての情報
交換、離乳食試食等定 15 組（先着順）費離乳
食実費負担申 5 月 15日（水）15時まで
♦印の共通事項　申右のQR
コードの申込フォームから受付

さくら３J ホール（☎ 22 - 7100）
  　　　　　　　　　　  9 時～ 18時・日曜祝日休

「オリジナルこぼし」を作ろう︕
時 5 月 25 日 ( 土 ) 13 時～ 15 時（予定）対
小学生 内工作教室定 15人 ( 先着順 ) 費 100円
持汚れても良い服申電話にて前日 15時まで

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ（☎27-8890）9時～14時・土日祝日休

親子スキンタッチ教室
時 5 月 20 日 ( 月 )  対 6 ヶ月～ 1歳 6 ヵ月と
保護者内親と子のツボ健康法持バスタオル、
ティスプーン、歯ブラシ
みんなでおめでとう︕ハーフバースディ♥
時 5 月 7日 ( 火 ) 
みんなでおめでとう︕ 1・2・3 ｔｈバースディ♥
時 5 月 8日 ( 水 ) 
♥印の共通事項対未就園児の親子 (誕生児以外
の親子も可 ) 内身体計測、手形足形、育児相談、
プチ誕生会持タオル、測定しやすい服装
ゆったりタイム♪
時 5 月 13日 ( 月 ) 対マタニティーママ・6ヶ
月～ 1歳 2、3か月児と保護者内マタニティー
ママとねんねからよちよちあかちゃんのママ
トーク会、うた遊び等
パネルシアターをみてうたおう
時① 5月 17日 ( 金 )、21日 ( 火 )、22日 ( 水 )
② 5月 23日 ( 木 )、27日 ( 月 ) 対 6 ヶ月～未
就園児と保護者
☆共通事項時 10 時 30 分～ 11 時 30 分申平
日 13時～ 15時電話にて定 15 組

けやき保育園子育て支援センター きらり（☎23-8905）
月木金 10時～ 15時・火水 10時３０分～ 15時 30分・土日祝休

 身体測定・手形足型
時 5 月 7 日 ( 火 )、20 日 ( 月 ) 10 時 30 分～
11 時 30 分、13 時 30 分～ 14 時 30 分 ( 時
間内参加自由 ) 対未就園児と保護者
寝相アート写真撮影会
時 5月 13日 (月 ) 10時 30分～11時30分、
13 時 30 分～ 14 時 30 分、15 日 ( 水 )10 時
30分～ 11時 30分 ( 時間内参加自由 ) 対未就
園児と保護者
6 月のカレンダー作り
時 5 月 22 日 ( 水 ) 受付 10 時 30 分～ 11 時
15分 、13時 30分～ 14時 15分、24日 ( 金 ) 
受付 10 時 30 分～ 11 時 15 分 ( 時間内参加
自由 ) 対未就園児と保護者

食育講座・巻き寿司作り
時 5 月 29日 ( 水 ) 10 時 30分～ 11時 30分
対巻き寿司が食べられる未就園児と保護者定
12 組 ( 先着順 ) 内巻き寿司作りの体験、試食
 申 5 月 7日 ( 火 ) ～

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
（☎20-0808） 9時30分～14時30分・土日祝日休

母の日のプレゼント
時 5 月 8 日（水）､ 9 日（木）① 10 時～ 10
時 50 分　② 11 時～ 11 時 50 分 対 0 歳児
以上と保護者内リボンかチュールリボンのヘ
アーゴム作り定各日 6組
大きくなったよ︕
時 5 月 16 日（木）、20日（月）、30日（木）
10 時～ 13 時 30 分（時間内自由参加）対 0
歳児以上と保護者内身体測定・手形足形
楽しい演奏会
時 5 月 18 日（土）10 時 30 分～ 11 時 30
分対年齢不問（どなたでも可）定 20 組申受付
中
お誕生会
時 5 月 23 日（木）10 時 30 分～ 11 時 45
分対 5 月生まれの未就園児と保護者内手形足
形・身体測定・写真・カード作り定 10 組 申受
付中
0 歳児のリトミックと母乳育児相談
時 5 月 24 日（金）10 時～ 11 時 30 分対 0
歳児と保護者定 10 組申受付中

ふじおか幼稚園子育て支援センター もりのカフェ
（☎ 61 - 1152） 10 時～ 15時・土日祝日休

ベビークラブ ( ベビーマッサージ )
時 5 月 17 日 ( 金 )10 時 30 分～ 12 時頃対妊
娠２か月の妊婦さんから１歳前後の乳幼児内
ベビーマッサージ、体重測定、など持バスタ
オル、オイル用皿（タッパーも可）、赤ちゃん
の飲み物 、上履き費 350 円申不要
合同親子教室イベント～運動会～
時 5 月 29 日 ( 火 )10 時～ 11 時 30 分対１歳
前後～４歳までの未就園児と保護者内親子で
楽しめる運動遊びや競技持親子の上履き
申 5 月 20日 ( 月 ) まで
子育て交流会
時 6 月 24 日 ( 土 )13 時 30 分～ 15 時対お子
様のいらっしゃる保護者内子育ての悩みや経
験を楽しい雰囲気で話し合います定 20 人（先
着順）費 500 円 ( おやつ代含む ) 持筆記用具
 申 5 月 11日 ( 木 ) ～

大平児童館（☎ 43 - 2350）
8 時３０分～ 17時 30分（７・８月は 18時）・月曜祝日休

天体観測
時 5 月 10日 ( 金 )、17日 ( 金 )、24日 ( 金 )、
31日（金）19時 30分～ 21時（時間内参加
自由）※悪天候中止対全年齢申不要
ベビーマッサージ
時 5 月 28 日 ( 火 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対乳児（何歳でも参加可能）内ベビーマッサー
ジ、体重測定、足型など持バスタオル、オイル
容器（小さいタッパーなど）費 100 円申不要
産後の骨盤調整
時 5 月 21 日 ( 火 )9 時 30 分～ 15 時 30 分
対産後のママ（乳幼児同伴可、託児あり）内
整体師による骨盤調整と身体のケア定 10 人費
20 分コース 2,000 円、30分コース 3,000 円
申 5 月 7日（火）～
わいわい広場
時① 5月 10 日（金）② 5月 24 日（金）10
時 30分～ 11時 30分対 0 ～ 3歳児の親子内
①お散歩（大平分署見学）※雨天時内容変更　
②素材遊び申不要

大平みなみ児童館（☎ 43 - 9880）
　　　　　　　　 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

母の日のプレゼント作り
時 5月 11日 ( 土 )　10時～ 11時 30分対栃木
市内の小学生内素敵なハーバリウムを作ろう！
定 15人申 4月 18日（木）9時～費 200円
チャレンジタイム  
時 5 月 17 日（金）、18 日（土）14 時～ 14
時 45分内新・体力測定、記録に挑戦！！定各
日 15 人対小学生・幼児（保護
者同伴）申当日 13 時 45 分～
受付
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　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診
療を行うものです。急病ではない患者さんは、かか
りつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急
診療の正しい利用をお願いします。

【診療場所】
　栃木地区急患センター（境町）　 ☎（22）8699
【診療時間等】
　平日...................19時 ～22時（内科／小児を含む）
　休日（日曜日）...9時 ～21時（内科）

9時 ～17時（外科）
18時 ～21時（小児科）

　休日（祝祭日）...9時 ～21時（内科/小児を含む、外科）
※当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、診療時間終了30分前までにお済ませく
ださい
※5月1日、2日は夜間のみとなります。診療してい
る病院もありますので、詳しくは急患センターに
お問い合せください。

乳幼児健診等のご案内

子育て相談（乳幼児）　（受付：10:00～ 10:45）
※希望者どなたでもご利用できます（申込み不要）

大平ゆうゆうプラザ
身体計測、
育児・栄養・お口の相談、
ふれあい遊び、交流

5月10日（金）

内　容 日　程 会　場

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて保健師や栄養士が相談
をお受けします。
※予約制ですので、事前に問合先までご連絡ください。

こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

月 日 曜日 会　場 相談時間

5
16

24

木

金

栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ

①13：30～
②14：30～
③15：30～

母乳相談（１歳未満児）

助産師による母乳相談

内　容 日　程

5月29日（水）

会　場

栃木保健福祉センター

※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

両 親 教 室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

育児体験・妊娠中の栄養

妊娠中の過ごし方と口腔ケア

妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

栃木保健福祉センター

5月13日（月）

6月 6日（木）

5月18日（土）

大平ゆうゆうプラザ

6月21日（金）

7月18日（木）

6月13日（木）

内　容
会場／日程

《問合先》 健康増進課　☎（25）3511・（25）3512
各総合支所　市民生活課窓口

妊婦の方は
歯科健康診査を受けましょう

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター≫

◆栃木市消防本部
月～土曜日の22時以降 ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21時以降 ☎（24）9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情報を提供す
るためのシステムです。
○ホームページ
「とちぎ医療情報ネット」で検索

≪とちぎ医療情報ネット≫

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
【子ども】
　月曜日～土曜日　18時 ～翌朝8時
　日曜日・祝休日　24時間（8時～翌朝8時）
☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

【大人】
　月曜日～金曜日　18時～22時
　土曜日・日曜日・祝休日　16時～22時　
☎028-623-3344　プッシュ回線の場合　＃7111

≪とちぎ救急電話相談≫

【５月の当番医師】

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。

内　容

４か月児健診

９か月児健診

１歳６か月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

月

5月

栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

火

木

金

21

30

31

5月

栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

水

金

金

8

17

24

5月

5月

栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）

月

水

20

29

栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

火

木

月

7

16

27

5月
大平（大平ゆうゆうプラザ）

栃木（栃木保健福祉センター）

火

木

21

23

日 曜日 地域（会場）

　妊娠中はホルモンのバランスの変化などで、むし歯や歯周病になりやすくなります。安定期に入った
ら早めに歯科健診を受けましょう。
　体調が悪いなどで妊娠中に受診ができなかった方のために、4月から、受診期間を産後1年未満まで
延長しました。産後は子育てが忙しく、お口の手入れがおろそかになりがちです。ぜひ受診しましょう。

●赤ちゃんの歯は妊娠7週頃から作られ始めます。
妊娠中からバランスの良い食事を心がけることが
大切です。

●歯周病にかかると早産や低体重児出産の可能性が
高まります。

●生まれたばかりの赤ちゃんのお口の中にはむし歯
菌がいません。
周りの大人から唾液を介して感染します。家族全
員がお口の健康を維持しましょう。

　むし歯や歯周病等の有無が確認できる健診です。
市内の委託歯科医院で受けられます。電話予約後
「妊産婦歯科健康診査受診券」と母子健康手帳をお
持ちのうえ受診してください。
※受診券により、無料で1回受診できます。有効期間
は、交付時から産後1年未満です（現在お持ちの受診
券も、有効期限が産後1年未満まで延長されました。
そのままで使用することができます。）

　昨年の秋以降、全国的に風しんの流行が続いています。特に、
公的な予防接種の制度が無かった30代から50代の男性は風しん
にかかりやすく、注意が必要です。
　風しんの流行拡大を防ぐため、下記の対象の世代の方は、
2022年3月までの期間限定で、風しんの抗体検査や予防接種が
無料で受けられますので、積極的に受診しましょう。
◆対象　①昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性

②昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性
◆受診の流れ　①の方　5月下旬ごろ、抗体検査のためのクーポ
ン券をお送りします。クーポン券をお持ちのうえ、全国の医療機
関、市や事業者が行う特定健診にて抗体検査を受けてください。
検査で抗体が無いとわかった場合、クーポン券の案内を参考に、
予防接種を受けてください。
②の方　検査を希望される方にのみ、上記のクーポン券を発行し
ます。詳しくは問合先へ。
◆問合先　健康増進課☎(25)3511

　2019年度の検診の案内を、５月下旬に送付します。世帯主
宛ての封筒に、20歳以上の方一人一冊の「けんしんパスポート
」と、世帯に一冊の「けんしんガイドブック」が入っていま
す。集団検診の日程は、けんしんガイドブック、または次号以
降の広報とちぎをご覧ください。予約受付は５月23日（木）か
ら開始します。
※検診の予約はインターネットで
予約開始日から数日は電話がつな

がりにくい場合があります。パソコ
ンやスマートフォンから簡単にでき
る「インターネット予約」をぜひご
利用ください。
◆問合先　健康増進課　☎(25)3511

 1 水 石川（TMCとちのき）
 2 木 金子（金子内科医院）

 3 金
小林（こばやしクリニック）
石川（TMCとちのき）

 4 土
 天下井（あまがい内科医院）
嶋﨑（とちぎ診療所）

 5 日
大森（うづまクリニック）
 島田（均）（しまだクリニック）/小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）

 6 月
 金子（金子内科医院）
青木（虎）（青木医院）

 7 火 盛川（サンライズクリニック）
 8 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
 9 木 石川（TMCとちのき）
 10 金 長（大平ファミリークリニック）
 11 土 嶋﨑（とちぎ診療所）

 12 日
 橋本（義）（橋本腎内科クリニック）
 山門（山門クリニック）/木内（TMCとちのき）

 13 月 青木（虎）（青木医院）
 14 火 大門（康）（大門内科医院）
 15 水 石川（TMCとちのき）
 16 木 金子（金子内科医院）
 17 金 小林（こばやしクリニック）
 18 土 渡辺（わたなべ内科循環器科クリニック）

 19 日
 金子（金子内科医院）
 盛川（サンライズクリニック）/桜井（桜井こどもクリニック）

 20 月 青木（虎）（青木医院）
 21 火 大森（うづまクリニック）
 22 水 熊倉（熊倉医院）
 23 木 石川（TMCとちのき）
 24 金 青木（謙）（あおき耳鼻咽喉科医院）
 25 土 島田（均）（しまだクリニック）

26 日
 青木（虎）（青木医院）
 中村（洋）（都賀中央医院）/小児：河口（修）（河口医院）

 27 月 永谷（大島医院）
 28 火 鈴木（紀）（すずきクリニック）
 29 水 粟田口（栃木中央クリニック）
 30 木 金子（金子内科医院）
 31 金 石井（石井内科医院）

■お子さんの健診会場が変わります　４月より、都賀・西方地域
にお住まいのお子さんの健診会場が、栃木保健福祉センター（今
泉町２丁目）となっています。ご理解とご協力をお願いします。
◆問合先　健康増進課　☎（25）3512

４月から産後でも
受診できるようになりました

問合先　健康増進課 ☎（25）3512

妊産婦歯科健康診査とは 生まれてくる赤ちゃんのために

風しんの抗体検査を受けましょう！ けんしんパスポート・
けんしんガイドブックを送ります



栃木文化会館

【期間】4月27日（土)～
　　　　8月4日（日)まで

一般/大・高校生
500円（300円） 無　料

中学生以下区 分
料 金

料金表 ＊( )内は20名以上の団体割引料金
＊身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を
　受けている方とその介護者1名は無料

とちぎ蔵の街美術館（万町3-23/☎20-8228/　 20-8227）※駐車場コエド市場南、大通り沿いの蔵の街第一駐車場をご利用ください。

《すてきな帽子》

　6月2日（日） 1回目 11時開場 11時30分
開演、2回目 14時30分開場 15時開演　
ホール　ブルゾンちえみwithB、サンシャイ
ン池崎、平野ノラ ほか　全席指定 前売
3,800円 当日4,300円（４歳以下は１名様ま
で膝上無料）　発売中。市内5文化会館、
チケットぴあ他

ワタナベエンタオールスター
お笑いライブin栃木

　6月15日（土）14時30分開場 15時開演
　ホール　未就学児入場不可　全席指
定 4,500円　発売中。市内5文化会館、
チケットぴあ 他

中川晃教　コンサート2019
New Wind the Trio in Early Summer

　①5月11日（土）10時30分～11時、②5月
25日（土）10時30分～11時　①絵本「どろ
んこハリー」、②絵本「はらぺこあおむし」　
おはなしボランティア『りんごの会』

おはなしひろば【読み聞かせ】

　5月18日（土）第1回14時～、第2回15時
30分～　「ププッとかいけつ！おしりたんて
いとうじょう！」「ともだちや」他、主催：下都賀
地区視聴覚ライブラリー協議会

子ども映画会 　5月15日（水）10時～12時　幼児と子育
てママ同士の交流

TOCHICO（とちこ）サロン

　①5月4日（土・祝）14時～15時、②5月18
日（土）14時～15時　①おはなし会：紙芝
居「こどものひのさがしもの」他、工作教室：
「新聞紙のかぶと」、②おはなし会：紙芝居
「ネコのたいそう」他、工作教室：「ティッシュ
ボックスのたいそう人形」　ふじおかおはな
し会『コロポックル』

おはなし会・工作教室

　①5月5日（日・祝）11時～11時30分、②5
月17日（金）14時～14時30分　①テーマ
「こどもの日」他、②テーマ「ちょう」「生活・
遊び」　①西方館スタッフ、②おはなしボラ
ンティア『おはなし☆きらら』
 

おはなし会

　①5月11日（土）14時～14時30分、②5
月25日（土）14時～14時30分　①絵本
「トコトコとこちゃん」、紙芝居「これなあ
に」、折紙「さくらもち・かしわもち」、②絵本
「くいしんぼうのこぶたのグーグー」、紙芝
居「でてきた　なあーんだ？」、折紙「メロン
パン」　①②岩舟館スタッフ

おはなし会

　5月17日（金）10時30分～12時　親子で
手形工作・参加者同士の交流　乳幼児と
保護者

あかちゃんタイム「らっこっこひろば」

　5月18日（土）14時～14時30分　パ
ネルシアター「カレーライス」「ももたろう」、
読み聞かせ　おはなしボランティア『た
んぽぽ』

おはなし会

　4月2日（火）～5月19日（日）　『粘土の花
サークル』による、手芸用粘土で制作した作
品の展示

ミニミニ市民ギャラリー「クレイフラワー展」

　①5月4日（土・祝）14時～14時30分、②5
月10日（金）10時30分～11時、③5月24日
（金）10時30分～11時　ボランティア『おは
なししゃぼんだま』　①幼児・小学校低学
年 ②③幼児

絵本の読み聞かせ

　5月12日（日）14時～16時　講師：粘土の
花サークル、参加費：300円（材料費として）
　30人　4月23日（火）より直接来館または
電話にて受付

ミニミニ市民ギャラリー体験講座
「粘土で作る野菜のパネル」

　5月18日（土）11時～11時30分　栃木図
えほんデビュー

　5月12日（日）14時～15時30分　朗読を
楽しむ会　50人　直接来館または電話に
て受付
 

図書館朗読サロン「栃木県作家を読む」

4月27日（土）～5月6日（月・祝）の期間中、
栃木市図書館6館は、全館通常通り開館
します。

ゴールデンウィーク期間中の
開館日のお知らせ

5月7日（火）、大平・藤岡・都賀の各図書
館、図書館西方館・岩舟館が臨時休館し
ます。ご理解とご協力をお願いします。

臨時休館のお知らせ

栃木図書館　☎22-3542

大平文化会館　☎43-5232

図書館岩舟館　☎54-1900

田村セツコのＨＡＰＰＹがいっぱい！
　田村セツコ（1938年生まれ）は、1950年代後半に少女雑誌界にデビューし、現在も第一線で活躍するイラスト
レーターです。1960～70年代には『りぼん』や『なかよし』のおしゃれページで活躍しました。
　幼少期には、栃木県上都賀郡西方村（今の栃木市西方町）に疎開をしていた時期がありました。ゆかりのある
栃木で、初期の貴重な作品から最新作まで幅広い活動を紹介します。

6月29日（土）　1回目10時開場 10時30分開演　
　　　　　   2回目13時30分開場 14時開演
大ホール
未就学児入場不可
全席自由　500円
4月27日（土）発売。市内5文化会館

とちぎシネマ倶楽部 「日日是好日」

大平図書館　☎43-5234

図書館西方館　☎92-2512

①対談「田村セツコのハッピー・ライフ」
　6月1日（土）14時～15時30分　田村セツコ氏、内田静枝氏（弥生美術館学芸員）　とちぎ蔵の街観光館2階多
目的ホール　無料　60人（当日先着順）

　7月7日(日) 14時～15時30分　 田村セツコ氏　とちぎ蔵の街観光館2階多目的ホール　無料　30人（先着
順）　4月23日（火）よりとちぎ蔵の街美術館へ電話にて

②ワークショップ「わたしのＨＡＰＰＹちゃんを作りましょう」
　田村セツコの人気キャラクター、ＨＡＰＰＹちゃんのかわいいチャームを作ります。

■イベント

③学芸員によるギャラリートーク
　6月9日（日）・6月22日（土）・7月14日（日）　各日14時～（40分程度）

講

講

ベストセラー茶道エッセイを豪華キャストで映画化！
五感で“今”を味わう、一期一会の感動作！
（出演　黒田華　樹木希林　多部未華子　ほか）

岩舟文化会館　☎55-7055

書館スタッフ　赤ちゃん～未就園児

藤岡図書館　☎62-4889

都賀図書館　☎28-0806

2019年度 とちぎ蔵の街美術館　今後の展覧会予定2019年度 とちぎ蔵の街美術館　今後の展覧会予定
 9月 3日～10月20日・・・・・・・・・・・・（仮称）飯塚琅玕齋の技と表現の継承　斎藤文石から人間国宝・勝城蒼鳳へ
11月12日～12月22日・・・・・・・・・・・・写真と絵葉書に見る近代の栃木
2020年1月11日～3月22日・・・・・・（仮称）コレクターの競演―癸生川コレクションと石井コレクション　同時開催　新収蔵品展

©2018 「日日是好日」製作委員会

文化芸術のお知らせ広報とちぎ　５月号２０１９（平成３１）年４月２5日 発行



広報とちぎ　５月号 ２０１９（平成３１）年４月２５日 発行わが家の天使・渡良瀬遊水地のなかまたち・お知らせ・まちの話題

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・
保護者名を記入のうえ〒328-8686栃木市役所シティプロモーション
課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。
（締め切り）平成30年7月生まれ5月15日（水）、平成30年8月生まれ
6月12日（水）※封筒に差出人住所を明記ください。

平成30年

5
斎藤結月ちゃん
さいとうゆづき

伊藤颯希ちゃん
いとう さつき

小林空音ちゃん
こばやしそらね

岸優衣人ちゃん
きし ゆ い と

灰野俐玖ちゃん
はいの り く

中野莉緒ちゃん
なかの り お

水戸部恭也ちゃん
みとべ きょうや

増山はるひちゃん
ましやま

日向野陽菜ちゃん
ひがの ひなた

灰野汰一ちゃん
はいの たいち

渡邉太惺ちゃん
わたなべたいせい

飯島健太郎ちゃん
いいじまけんたろう

塩田隼大ちゃん
しおだ はやと

斎藤楓馬ちゃん
さいとう ふうま

瀧田彩乃ちゃん
たきた あやの

永島ひまりちゃん
ながしま

白石彩花ちゃん
しらいしあやか

入江晴也ちゃん
いりえ はるなり

別井咲太ちゃん
べつい さくた

大竹寿紀ちゃん
おおたけ としき

山城空斗ちゃん
やましろそらと

相良千翠ちゃん
さがら ちあき

かべや は な

壁谷咲花ちゃん 和氣碧叶ちゃん
わ き あおと
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ショウブ

▲ショウブ

オオセッカ

▲オオセッカ

　オオセッカ（大雪加）はスズメ目センニュウ科の
鳥です。体長は13cmほど。尾が比較的長く、体の
上面は褐色で、背に太い黒色のたて縞があります。
実は世界的な希少種でもあり、また環境の変化にも
敏感な鳥であることから、国の絶滅危惧ＩＢ類に指
定されています。
　日本国内での繁殖地は
限られていますが、渡良
瀬遊水地では2005年に
繁殖が確認されました。
夏の遊水地のヨシ原では、
オスが「ジュリジュリ」
と鳴きながら飛び上がる
様子を観察できることも
あります。

　ハッピとねじり鉢巻、腹巻と
いういで立ちのお菖はショウ
ブがモデル。ガンコなおじさん
ですが、根はは優しく、子ども
好きで腰に差したお気に入り
の飴をあげることも。お　菖

　5月5日の「端午の節句」の風物詩として知られ
る「ショウブ（菖蒲）」。実は、美しい花を咲か
せるアヤメ科の「ハナショウブ」とは科が異なる
サトイモ科に属し、ガマの穂のような形の黄緑色
の目立たない花を咲かせます。日本各地に生息し、
葉や根など全体にさわやかな香りがすることから、
端午の節句の日に
湯船に入れる「菖
蒲湯」として利用
され、昔から親し
まれてきました。
　渡良瀬遊水地で
は、浅い水路やオ
ギ・ヨシ原に生息
しています。

　出演は、華原朋
美、小柳ゆきほか。
岩舟地域最大のイ
ベントが、今年も5
月19日（日）に、岩
船山採石場跡地に
て開催。チケット好
評発売中。詳細は
問合先へ。

　蔵の街の街歩きを楽しみつつ、普段の映画館とは違った雰囲気での映画をお
楽しみください。11日（土）夜には、とちぎ山車会館にて、初めての屋外上映も！
各会場の上映時間など、詳細はホームページ（http://kura-movie.jp）へ。
●期　　間　５月11日(土)・12日(日)
●チケット　2日間見放題券1,000円（学生・未就学児無料）。
　　　　　　栃木市観光協会、イープラスにて取り扱い。※無料会場もあり

岩船山
クリフステージ＃19

第12回 栃木・蔵の街かど映画祭

美しくライトアップされた岩船山

上映会場のひとつ・栃木高等学校講堂

※会場・内容は変更になる場合があります。

上映会場（予定）

栃木高校講堂

蔵の街観光館２Ｆ多目的ホール
市役所１階市民スペース

好古壱番館
山本有三ふるさと記念館

かな半旅館

くらら

小山高専サテライトキャンパス

シェアスペース「ぽたり」（陶珈紗２階）
横山郷土館
山車会館前広場

上映作品（予定）
「あいあい傘」「キスできる餃子」「アワードノミ
ネート作品」」（以下「ノミネート作品」）ほか

「ｎｄｊｃ2018（若手映画監督育成プロジェクト）作品」
「ノミネート作品」

「ちびまる子ちゃん」「だるまちゃんとてんぐちゃん」
「だるまちゃんとかみなりちゃん」

「花のき村と盗人たち」

「オハイエ！２」「ノミネート作品」
「夜明け前」「ノミネート作品」

「ノミネート作品」
「津軽のカマリ」「ノミネート作品」

NPO法人岩船山クリフステージ　☎（55）6988
http://www.cliff-stage.com/

学習新聞全国最優秀賞！

大川市長を訪問した大平中央小の皆さん

防災まちづくり大賞受賞！

見守り活動を行う旭町三丁目自治会の皆さん

栃木・蔵の街かど映画祭実行委員会事務局
（観光振興課内）　　☎（21）2374

「ノミネート作品」
「秒速５センチメートル」

「人生フルーツ」「六人姉妹」「ノミネート作品」

「奇跡の小学校の物語」
イベント会場
山車会館前広場
横山郷土館
嘉右衛門町

イベント内容（予定）
古本市、飲食、物販ブースなど
着物のレンタル・着付け
古本市、トークイベント

　消防庁が主催する第23回防災まち
づくり大賞において市内の旭町三丁目
自治会が「日本防火・防災協会長賞」
を受賞されました。これは、40年以上
もの長きにわたる地域の見守りなどの
活動が認められたものです。

　大平中央小
学校の4年生
（※）の皆さん
が作成した壁
新聞が、第68
回全国小・中
学校・PTA新
聞コンクール
の学習新聞の
部で、見事最

優秀賞に輝きました。この新聞は「総合的な学習の時
間」の授業に児童の皆さんにより作成されたもので、
障がい者や高齢者などの福祉についてわかりやすく紹
介されています。※学年は3月当時
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平
成
最
後
の
綱
引
き
大
会

ふるさとを太鼓のリズムで伝える

岩
舟
路
を
駆
け
抜
け
る
！

春告げるヨシの炎
　
3
月
28
日
、
新
北
公
民
館
と
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
の
二
か

所
で
、
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
平
地
域
で
は
18
か
所
で
自
主
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
す
る
皆
さ
ん
は
、
介
護
予
防
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力

体
操
に
加
え
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

体
も
心
も
健
や
か
に

　
〜
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操 

〜

蔵の街を外国人の目線でご案内
　市内を訪れる外国人観光客が増加し、観光ボランティアのニーズの高まる中、３
月２１日「外国人ボランティアガイド育成研修会」が行われました。当日は、市内在
住の１３人の外国人の皆さんが参加して、ボランティアガイドのノウハウや、県庁
堀、山車会館など蔵の街での実際のガイディングを学びました。

▲

元
気
に
体
操
を
行
っ
た
新
北

　
公
民
館
の
み
な
さ
ん

▲

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
で
体
操

　
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

▲堤防の上からヨシ焼きに見入る見物客▲炎と共に黒煙が空を覆う大迫力の光景

　3月16日、渡良瀬遊水地にてヨシ焼きが行われました。8時30分に遊水地内の各
所にて火入れが行われると、たちまち大きな炎が見られるようになりました。
　ヨシ焼きを終え、すっかり一面が黒くなった遊水地。間もなく春植物の発芽が始ま
り、豊かな自然の息吹を感じさせてくれます。

　
2
月
17
日
（
日
）
都
賀
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
第

18
回
都
賀
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
自
治
会
、
消
防
団
、
商
工
会
、
市
内
の
団
体
8

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
家
族
や
友
人
ら
の
応
援
を
受
け
、
勇

猛
な
男
た
ち
の
戦
い
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲参加チーム集合、お疲れ様でした！

　平成11年に結成された創作太鼓保存会・西方ふるさと太鼓は、地元の八百比丘尼
伝説をストーリー仕立てにした「真名子八百比丘尼太鼓」と「西方城山太鼓」を保存し、
伝承していくことを目的に活動しています。西方地域を代表する郷土芸能の勇壮な
和太鼓の演奏を、皆さんもぜひ体感してみてください。

▲

中
継
所
で
襷
を
つ
な
ぐ
選
手
の

　
皆
さ
ん

▲

緊
張
の
面
持
ち
の
開
会
式

▲真名子夢ホールでの練習風景 ▲金崎の桜まつりなど、イベントで太鼓の演奏
　を披露しています

▲通訳案内士よりボランティアガイドとしての
　心得やノウハウを学びます

▲蔵の街で実際のガイドを受けながらの
　実地研修

　
3
月
3
日
、
第
44
回
栃
木
市
岩
舟
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
コ
ー
ス
が
一
新
さ
れ
、
毎
年
参
加
し
て

い
る
チ
ー
ム
も
心
機
一
転
、
途
中
小
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、

新
し
い
岩
舟
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
毎
年
恒

例
の
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
、
雨
に
濡
れ
て
冷
え
た
体
を
温
め
て
く

れ
ま
し
た
。

▲

優
勝
チ
ー
ム
の
見
事
な
引
き
姿
勢

お び く に
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